
４１ 

題 材 名 「関数 y＝ax2の利用」  （第８時／全１０時間） 

目   標  （◎重点項目） 

①知識・技能 身のまわりの事象などから，その関係を利用して問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 ◎身のまわりの事象などから，関数 y＝ax2の関係を見つけだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 自動車の速さと制動距離との関係から，問題を解決しようとしている。 

用語・記号   

領 域 等  C関数 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

 

展

開 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

50 

【めあて】 身のまわりの事象から関数関係を見つけ，その関係

を利用していろいろな問題を解きましょう。 

1．かりんさんが考えた問題に挑戦しましょう。 

自動車の制動距離（ym）は，速さ（時速 xkm）の２乗に比例する 

   → y＝ax２，x＝20のとき y＝2.4（x＝30のとき y＝5.4等） 

○問１・問２をやりましょう。 

2. 時速 30kmと時速 40kmのときの制動距離の差を求めましょう。     

・時速 30km のときは，制動距離は  m        

・時速 40km のときは，制動距離は  m   差は   m 

○どんなことがわかるでしょう。 

○進度に応じて，時速 50km と時速 60km のときの制動距離の差を求

め，どんなことがわかるでしょうか説明しよう。 

3．ふりこの長さと周期の関係についても，調べてみよう。 

○周期が x秒のふりこの長さを ymとすると， 

  y＝
1
4
x2という関係になっている。 

○問３をやりましょう。 

○問４をやりましょう。 

【振り返り】身のまわりにある関数関係を利用することにより，

いろいろな問題を解決することができる。 

次時の予告 いろいろな関数  

 

 

○制御距離については，前時を振り

かえさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○関数 y＝ax2 では，区間によって

変化の割合が違うことに気づかせ

る。 

 

 

 

評価のめやす 

○身のまわりにあるいろいろな

関数をしらべることができる。 

○身のまわりにあるいろいろな

関数の問題を解決することがで

きる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 身のまわりにある関数関係を利用して，問題を解決することができるようにする。 

数学的活動のポイント 数学を利用する活動 

           （身のまわりにあるいろいろな関数を調べ，問題を解決することができる。） 

用意するもの   電卓 



４１ 

題 材 名 「関数 y＝ax2の利用」  （第８時／全１０時間） 

目   標  （◎重点項目） 

①知識・技能 身のまわりの事象などから，その関係を利用して問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 ◎身のまわりの事象などから，関数 y＝ax2の関係を見つけだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 自動車の速さと制動距離との関係から，問題を解決しようとしている。 

用語・記号   

領 域 等  C関数 

 

  月   日 ４関数 y＝ax２   （ ８ ／１０ ） 

身のまわりから関数関係を見つけ，その関係を利用して 

いろいろな問題を解きましょう。 

   （自動車の速さと制動距離の関係） 

    時速 100kmのとき，制動距離は何 mでしょう。 

自動車の制動距離（ym）は， 

速さ（時速 xkm）の２乗に比例する 

        → y＝ax２ 

問１         問２           ふりこの長さと周期の関係についても，調べてみよう。 

・周期が x秒のふりこの長さを ymとすると， 

y＝
1
4
x2という関係になっている。 

 

 

時速 30kmと時速 40km のときの制動距離の差を        問３     問４ 

求めましょう。     

・時速 30km のときは，制動距離は  m                 

  ・時速 40km のときは，制動距離は  m   差は  m    

○わかったこと 

 ・速度が上がると，制動距離は 

 ・車は 

 

 

 

 

１ 身のまわりにある事象 

２ わからない時は，p94の例題１をみな

がら取り組ませる。 

３ ふりこの長さは，糸をつる

す点からおもりの中心までと

考えさせる。 

４ 次時の予告 いろいろな関数 



４２ 

題 材 名 「いろいろな関数」  （第９時／全１０時間） 

目   標  （◎重点項目） 

①知識・技能 身のまわりに，これまでに学んだ以外の関数関係を理解することができる。 

②思考・判断・表現力 ◎身のまわりの中から，関数関係を見つけだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 身のまわりの中に，これまでに学んだ以外の関数の存在をとらえようとしている。 

用語・記号   

領 域 等  C関数 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

 

展

開 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

50 

【めあて】身のまわりあるいろいろな関数について考えましょ

う。 

○これまでに学んだ    

比例関係 y＝ax，反比例＝
𝑎𝑎
𝑥𝑥
，一次関数 y＝ax＋b，関数 y＝ax２ 

  とは違う関数を考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. A店で，自転車を３時間借りると料金はいくらでしょう。 

○問１をやりましょう。 

 

○問２をやりましょう。 

 

○A 店で自転車を借りた方が B 店よりやすくなるのは，どんな場合

でしょう。 

 

2. 変化のようすをグラフに表すことを考えましょう。 

○変化のようすは（ア）～（エ）のどのグラフでしょう。 

○どんなことがわかるでしょう。 

【振り返り】身のまわりにある関数関係を利用することにより，

いろいろな問題を解決することができる。 

次時の予告 ４章の基本のたしかめ 

 

 

 

 

 

 

 

○教科書 p114に，答えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

○QRコードを読み取らせる。 

○入れ物が階段状になっているこ

とから，容積に注意させ，グラフを

導きさせる。 

評価のめやす 

○身のまわりにあるいろいろな

関数をしらべることができる。 

○身のまわりにあるいろいろな

関数の問題を解決することがで

きる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 身のまわりのいろいろな関数を調べ，これまでに学んだ以外の関数の存在を知る。 

数学的活動のポイント 数学を利用する活動 

          （身のまわりのいろいろな関数を調べ，これまでに学んだ以外の関数問題の存在に気づく。） 

用意するもの   できればパソコン 

600円
1000円
1300円
1500円
1800円

レンタサイクルA
料金表

2時間まで
４時間まで
６時間まで
８時間まで
12時間まで



４２ 

題 材 名 「関数 y＝ax2の利用」  （第９時／全１０時間） 

目   標  （◎重点項目） 

①知識・技能 身のまわりに，これまでに学んだ以外の関数関係を理解することができる。 

②思考・判断・表現力 ◎身のまわりの中から，関数関係を見つけだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 身のまわりの中に，これまでに学んだ以外の関数の存在をとらえようとしている。 

用語・記号   

領 域 等  C関数 

 

  月   日 ４関数 y＝ax２   （ ９ ／１０ ） 

これまでに学んだ    

比例関係 y＝ax，反比例＝
𝑎𝑎
𝑥𝑥
，一次関数 y＝ax＋b，  

                        

関数 y＝ax２とは違う関数を考えましょう。          変化のようすをグラフに表すことを 

考えましょう。 

○A店で，自転車を３時間借りると料金はいくらでしょう。 

問１         問２ 

 

                                              まとめ 

身のまわりから関数関係を見つけ，その関係を利用して

問題を解くことができる。 

 

２ 更に水を入れ続けた時のグ

ラフはどうなるか等話し合う

ってみよう。 

１ A 店で自転車を借りた方がやす

くすむのは，どんな場合か話し合っ

てみよう。 

３ 次時の予告 ４章の基本のたしかめ 



４３ 

題 材 名 ４章の章末問題  （第１０時/全１０時間） 

目   標  （◎重点項目） 

①知識・技能 ◎章末問題を通して，関数 y＝ax２について理解することができる。 

②思考・判断・表現力 関数 y＝ax２を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 関数 y＝ax２について学んだことを生活や学習に生かそうとしている。 

用語・記号  

領 域 等  C関数 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

 

展

開 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

50 

1. ４章（章末問題）「学びをたしかめよう」に挑戦しましょう。 

【めあて】４章の１～７を挑戦しましょう。 

○１番の問題 

・１番の問題をやりましょう。 

 

○２の問題 

・２番の問題をやりましょう。 

 

○３の問題 

・３番の問題をやりましょう。 

 

○４の問題 

・４番の問題をやりましょう。 

 

○５の問題 

・５番の問題をやりましょう。 

 

○６の問題 

・６番の問題をやりましょう。 

 

○７の問題 

・７番の問題をやりましょう。 

 

●進度に応じて，p118～p119 の問題をやりましょう。 

【振り返り】○章末問題を解くことで，学習内容の定着を図るこ

とができる。 

 

次時の予告 ５章の図形と相似 

 

 

○つまずいた生徒は，p92～p93 の

見直しをさせる。 

 

○つまずいた生徒は，p94の見直し

をさせる。 

 

○つまずいた生徒は，p95～p99 の

見直しをさせる。 

 

○つまずいた生徒は，p100～p101

の見直しをさせる。 

 

○つまずいた生徒は，p105 の見直

しをさせる。 

 

○つまずいた生徒は，p106～p107

の見直しをさせる。 

 

○つまずいた生徒は，p108～p109

の見直しをさせる。 

 

 

評価のめやす 

○基本が理解できている。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント  章末問題を通して，４章の基本事項の定着を図る。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 



４３ 

題 材 名  ４章の章末問題  （第１０時/全１０時間） 

目   標  （◎重点項目） 

①知識・技能 ◎章末問題を通して，関数 y＝ax２について理解することができる。 

②思考・判断・表現力 関数 y＝ax２を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 関数 y＝ax２について学んだことを生活や学習に生かそうとしている。 

用語・記号  

領 域 等   C関数 

板 書 例  

 

  月   日 ４関数 y＝ax２   （ １０ ／ １０ ） 

○「学びを身につけよう」の１～８に挑戦しましょう。 

 

 

 

 

    

 

 

    

 

 

１ 生徒の実態に応じて，つまずいた 

 箇所を説明していく。 

 

２ 間違えが多い問題には，板書にて 

 説明する。 

 
３ 次時の予告 ５章の図形と相似 

 



４４ 

題 材 名  「相似な図形」（第１時／全１５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎相似な図形の性質を記号で表し、相似比を求める。 

②思考・判断・表現力  相似な図形の性質を自分なりの言葉で表現する。 

③主体的に取り組む姿勢  相似な図形の性質を見いだそうとしている。 

領 域 等  Ｂ図形 

 
学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 
 
10 
 
 
 
20 
 
 
 
 
 
25 
 
 
 
30 
 
35 
 
40 
 
45 

1.「（１）○アと○イの２つの図の関係について考えてみよう。」 

【めあて】 
相似な図形の性質と表し方を知ろう。 

 「相似」という言葉を確認する。 
 
２．「（１）相似な二つの図形、△ABCと△DEFについて、下の式の
□にあてはまる数や記号を入れよう。」 

 
 ・このことから分かる相似な図形の性質について考えさせる。 
  
・相似な図形の性質を確認し、まとめさせる。 

 
・相似な図形の表し方を確認する。 

 
３．教科書ｐ１２４の問２で、相似な図形の表し方を確認する。 
 
４．「相似比」という言葉を確認する。 
  
 ・教科書ｐ１２４の例２で、実際の相似比を確認する。 
【振り返り】 
対応する線分の長さの比がすべて等しく、対応する角の大きさ

がそれぞれ等しければ相似だと言える。また、∽の記号を使って
２つの図形が相似であることを表せる。 

 

・小学校で既習の「拡大図」「縮図」
の関係を確認する。 
 
・長さの比については、マス目を数
えることで分かることを助言する。 
 
２．（１）から、相似な図形の性質
を予測させる。 
 
・「すべて」と「それぞれ」の違い
に留意させる。 
 
・記号∽の由来を確認する。 
 
・対応する順に書くよう指導する。 
 
 
 
 
評価のめやす 
相似な図形の性質と相似な図形
の表し方が理解できる。 

【知識・技能】 
 

50 次時の予告 
「次の授業では、相似な図形の長さや角度を求めます。」 

 

指導のポイント 
・相似な図形の性質について考え、理解し、その表し方を理解させる。 
数学的活動のポイント 
・相似な図形の性質を自分なりの言葉で表現し、学級で共有する。 
用意するもの 



４４ 

題 材 名  「相似な図形」（第１時／全１５時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎相似な図形の性質を記号で表し、相似比を求める。 

②思考・判断・表現力  相似な図形の性質を自分なりの言葉で表現する。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

 
板 書 例  
 

  月  日 43 相似な図形 （ １ ／１５） 

１．○アと○イの図について                 

○ア の図は、○イ の図の ２倍 の 拡大図 である。      

○イ の図は、○ア の図の １／２ の 縮図 である。 

２．△ABC と△DEF について 

  ＡＢ：ＤＥ＝１：２，ＢＣ：ＥＦ＝１：２， 

ＣＡ：ＦＤ＝１：２ 

∠Ａ＝∠Ｄ，∠Ｂ＝∠Ｅ，∠Ｃ＝∠Ｆ 

 

 

３．教科書ｐ１２４ 問２ 

○ア と○イ について  △ＡＢＣ  ∽  △ＤＥＦ  

○ア と○ウ について  △ＡＢＣ  ∽  △ＤＥＦ  

 

４． 

四角形ＡＢＣＤと四角形ＥＦＧＨの   

相似比 は、２：３である。 

 

２つの図形があって、一方の図形を拡大または縮小したもの

と、他方の図形が合同であるとき、この２つの図形は相似で

あるといいます。 

相似な図形の性質 

①相似な図形では、対応する線分の長さの比は、すべて等しい。 

②相似な図形では、対応する角の大きさは、それぞれ等しい。 

四角形ＡＢＣＤと四角形ＥＦＧＨが相似であることを、 

記号∽を使って、 

四角形ＡＢＣＤ  ∽  四角形ＥＦＧＨ   

のように表します。 

これらのことから、相似な図形の性質

について、自分なりの言葉でまとめさ

せる。 

 

相似な２つの図形で、対応する線分の長さの比を、相似比と 

いいます。 

【めあて】 

相似な図形の性質と表し方を知ろう。 



４５ 

題 材 名  「相似な図形」（第２時／全１５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎相似な図形の性質を使って、辺の長さや角度を求める。 

②思考・判断・表現力  相似な図形の性質を自分なりの言葉で表現する。 

③主体的に取り組む姿勢  相似な図形の性質を見いだそうとしている。 

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 
 
10 
 
 
 
20 
 
25 
 
 
 
 
 
30 
 
 
 
 
35 
40 
 
45 

【めあて】 
相似な図形の性質を活用して、辺の長さや角度をもとめよう。 
１.「教科書ｐ１２４の問３をやってみよう。」  
 ・前時に学んだ「相似比」について確認する。 
 ・比は、できるだけ小さな整数で表すことを確認する。 
 
２．「教科書ｐ１２４の問４をやってみよう。」 
 
３．「四角形ＡＢＣＤと四角形ＥＦＧＨが相似であり、相似比が 

２：３であるとき、   の中にあてはまる数字を入れてみよ
う。」 

 ・「に対する」という言葉に着目させる。 
 ・比ａ：ｂで、前の項ａを後ろの項ｂで割った値 𝑎𝑎

𝑏𝑏
 を比の値と 

いうことを確認する。 
４．「教科書ｐ１２５の例題１をやってみよう。」 
 ・相似な図形では、対応する辺の比は、すべて等しくなることを

確認する。 
 ・比の式について、ａ：ｂ＝ｃ：ｄならばａｄ＝ｂｃとなること

を確認する。（中１で既習） 
５．「教科書ｐ１２５の問５をやってみよう。」  
６．「教科書ｐ１２５の練習問題をやってみよう。」 
  
【振り返り】 
相似な図形の性質を活用して、相似な図形の辺の長さや角度を

求めることができる。 
 

 
 
・８：９と解答する生徒には、相似
の定義である、「対応する線分の長
さの比」を確認する。 
 
・合同が相似の「特別な場合」であ
ることを確認する。 
 
・相似比を比の値で表す場合は、基
準とする図形と、それに対して比べ
る図形とを明確に区別する必要が
あることをおさえる。 
 
 
 
 
 
 

・（４）の４.８は、２４
５

 でもよいこ

とを確認する。 
評価のめやす 
相似な図形の辺の長さや角度を
求めることができる。 

【知識・技能】 
 

50 次時の予告 
「次の授業では、三角形が相似になる条件について考えます。」 

 

指導のポイント 
・相似な図形の性質を活用して、相似な図形の辺の長さや角度を求められるようにする。 
数学的活動のポイント 
用意するもの 



４５ 

題 材 名  「相似な図形」（第２時／全１５時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎相似な図形の性質を使って、辺の長さや角度を求める。 

②思考・判断・表現力   

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

 
板 書 例  
 

  月  日 44 相似な図形 （ ２ ／１５） 

１．教科書ｐ１２４ 問３ 

対応する辺は、ＡＢとＥＤ である。 

ＡＢ：ＥＤ＝８：１０＝４：５ 

△ＡＢＣと△ＤＥＦの相似比は、４：５ 

２．教科書ｐ１２４ 問４ 

２つの三角形は合同である。相似比が１：１であることよ

り、ＡＢ＝ＰＱ･･･①、ＢＣ＝ＱＲ･･･②、ＣＡ＝ＲＰ･･･③ 

 ①、②、③より、３組の辺がそれぞれ等しいので、 

△ＡＢＣ≡△ＰＱＲ 

 

 

３． 

 

４．教科書ｐ１２５ 例題１ 

ＡＢ：ＥＦ＝ＢＣ：ＦＧ 

 だから、ＦＧ＝ｘｃｍとすると、 

   ４：６＝５：ｘ 

    ４ｘ＝３０ 

     ｘ＝７.５   ＦＧ＝７．５ｃｍ 

５．教科書ｐ１２５ 問５ 

ＡＢ：ＥＦ＝ＣＤ：ＧＨ 

だから、ＣＤ＝ｘｃｍとすると、 

４：６＝ｘ：４.５ 

６ｘ＝１８ 

ｘ＝３    ＣＤ＝３ｃｍ 

また、相似な図形では、対応する角は等しいので、 

 ∠Ｈ＝∠Ｄ＝１２０°   ∠Ｄ＝１２０° 

６．教科書ｐ１２５ 練習問題 

（１）点Ｅと点Ａ、点Ｆと点Ｂ、点Ｇと点Ｃ、点Ｈと点Ｄ 

（２）５：３ 

（３）∠Ｇ＝７５° 

（４）ＡＤ：ＥＨ＝ＡＢ：ＥＦ 

だから、ＥＦ＝ｘｃｍとすると、 

   ５：３＝８：ｘ 

    ５ｘ＝２４ 

     ｘ＝４.８   ＥＦ＝４.８ｃｍ 

 

 

合同は、相似の「特別な場合」である。  

四角形ＡＢＣＤの四角形ＥＦＧＨに対する相似比は 

２／３といいます。 

【めあて】 

相似な図形の性質を活用して、辺の長さや角度

をもとめよう。 



４６ 

題 材 名  「三角形の相似条件」（第３時／全１５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能  

②思考・判断・表現力 ◎三角形の相似条件を見いだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎三角形の相似条件を工夫しながら見いだそうとしている。 

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 
 
10 
 
 
 
20 
 
25 
 
 
 
 
 
30 
 
 
 
 
 
 
35 
 
40 
 
45 

【めあて】 
三角形が相似になるための条件を導こう。 
１.「△ＤＥＦ∽△ＡＢＣ となる△ＤＥＦを、いろいろな方法で書
いてみよう。」  
 ・相似比が１：２であることから、辺ＥＦをもとに、どのように 

して点 D を決めるかに着目させる。 
 ・３つの書き方の中で、いずれか一つ書ければよいことを伝える。 
  （書けた生徒には、他の方法も考えるよう助言する。） 
 「自分が書いた相似な三角形の書き方から、分かることを右側の

□に書き入れよう。」 
 
 
 
（相似な三角形の作図方法を学級等で共有する） 
 ・「どんな方法で相似な三角形を書いたか、そしてその書き方から
分かったことを発表してください。」 

 
 
 ・三角形の相似条件を確認し、まとめる。 
 
 
２．「教科書ｐ１２８の問２をやってみよう。」 
 
３．「教科書ｐ１２８の問３をやってみよう。」  
  
【振り返り】 
三角形の相似条件を作図により導くことができた。 

 

 
 
・辺ＥＦはすでに辺ＢＣの２倍の
長さになっていることを説明し、 
辺ＥＦをもとにして作図するよう
助言する。 
・長さの２倍は、△ＡＢＣの各辺を
延長させて、コンパスで図るよう助
言する。 
・角度は分度器を使うよう助言す
る。 
・作図から分かったことは、言葉で
も記号でも良いが、できる限り記号
で書くよう助言する。 
 
・学級等で共有することにより、学
び合いによる気づきを促す。 
 
・生徒の作図からも三角形の相似
条件が出されていたことを確認す
る。 
・三角形の相似条件は正確に書く
よう助言する。 
・教科書にあるように向きを変え
ると対応する辺が分かりやすいこ
とを助言する。 
評価のめやす 
相似な図形の辺の長さや角度を
求めることができる。 

【知識・技能】 
 

50 次時の予告 
「次の授業では、三角形の相似条件を使った証明をします。」 

 

指導のポイント 
・三角形の相似条件を、作図により導くことができる。 
数学的活動のポイント 
・相似な三角形を、相似の性質を考慮して作図することができる。 
・作図によって導き出された三角形の相似条件を、表現することができる。 
用意するもの 
・コンパス、定規、分度器 



４６ 

題 材 名  「三角形の相似条件」（第３時／全１５時間） 

目   標   

①知識・技能  

②思考・判断・表現力 ◎三角形の相似条件を見いだすことができる。  

③主体的に取り組む姿勢 ◎三角形の相似条件を工夫しながら見いだそうとしている。 

領 域 等  Ｂ図形 

 
板 書 例  

  月  日 45 相似な図形 （ ３ ／１５） 

１． 「△ＤＥＦ∽△ＡＢＣ となる△ＤＥＦを、いろいろな

方法で書いてみよう。」  

 

 
 
 

２．教科書ｐ１２８の問２ 

 

 

 

 

３．教科書ｐ１２８の問３ 

 

【めあて】 

三角形が相似になるための条件を導こう。 

【この書き方から分かること】 

ＡＢ：ＤＥ＝１：２ 

ＢＣ：ＥＦ＝１：２ 

ＣＡ：ＦＤ＝１：２ 

３組の辺の比がすべて等しい 

【この書き方から分かること】 

ＡＢ：ＤＥ＝１：２ 

ＢＣ：ＥＦ＝１：２ 

∠Ｂ＝∠Ｅ 

２組の辺の比とその間の角 

がそれぞれ等しい 

【この書き方から分かること】 

（ＢＣ：ＥＦ＝１：２） 

∠Ｂ＝∠Ｅ 

∠Ｃ＝∠Ｆ 

２組の角がそれぞれ等しい 

 

三角形の相似条件 

 ２つの三角形は、次のそれぞれの場合に相似である。 

① ３組の辺の比が、すべて等しいとき 

 

② ２組の辺の比とその間の角が、それぞれ等しいとき 

 

③ ２組の角が、それぞれ等しいとき 

 

ＡＢ：Ａ‘Ｂ’＝ＢＣ：Ｂ‘Ｃ’＝ＣＡ：Ｃ‘Ａ’ 

∠Ｂ＝∠Ｂ‘  ∠C＝∠C’ 

 

アとウ･･･３組の辺の比が、すべて等しい。 

イとキ･･･２組の辺の比とその間の角が、それぞれ等しい。 

エとオとカ･･･２組の角が、それぞれ等しい。  

△ＡＢＣ∽△ＡＥＤ  ２組の角が、それぞれ等しい。 

△ＰＱＲ∽△ＰＴＳ ２組の辺の比とその間の角が、それぞれ等しい。 



４７ 

題 材 名  「三角形の相似条件と証明」（第４時／全１５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 三角形の相似条件を用いた証明の方法について理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎見いだした図形の性質などを、三角形の相似条件を用いて証明

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 三角形の相似条件を用いて、図形の性質などを証明しようとして

いる。 

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

20 

 

 

 

30 

 

 

 

 

40 

 

 

【めあて】 

三角形の相似条件を使って、図形の性質を証明しよう。 

１.「右の図のように、２つの線分ＡＢとＣＤが、点Ｏで交わって 

いるとき、∠ＯＡＤ＝∠ＯＣＢならば、△ＡＯＤ∽△ＣＯＢ 

であることを証明してみよう。」  

（１）「仮定と結論を確認しましょう。」 

（２）「下のように証明したとき、あああにあてはまる記号や言葉を   

入れ、証明してみましょう。」 

  

 

２．「右の図のように、２つの線分ＡＢとＣＤが、 

点Ｏで交わっているとき、ＡＯ＝２ＣＯ，ＤＯ＝２ＢＯならば、 

△ＡＯＤ∽△ＣＯＢであることを証明してみよう。」 

（１）「仮定と結論を確認しましょう。」 

（２）「対応する辺の比や角について、成り立つ関係を調べ、三角形

の相似条件を考えながら証明してみよう。」 

 ・上の例題の証明を参考にして、自分なりに証明を書くよう伝え 

る。 

 

３．「教科書ｐ１３１の問２をやってみよう。」  

  

【振り返り】 

見いだした図形の性質などを、三角形の相似条件を用いて証明

することができた。 
 

 

 

・仮定や図形の性質から分かるこ

とを、図形に青で記入させ、視覚的

に相似条件を導き出せるよう助言

する。 

・角や三角形は、対応する順に書く

よう助言する。 

・三角形の相似条件は正確に書く

よう助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価のめやす 

見いだした図形の性質などを、

三角形の相似条件を用いて証明

することができる。 

【思考・判断・表現】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、三角形の相似条件を使った証明の問題をさらに 

解きます。」 

 

 

指導のポイント 

・見いだした図形の性質などを、三角形の相似条件を用いて証明することができる。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・コンパス、定規、分度器、（青ペン） 



４７ 

題 材 名  「三角形の相似条件と証明」（第４時／全１５時間） 

目   標   

①知識・技能 三角形の相似条件を用いた証明の方法について理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎見いだした図形の性質などを、三角形の相似条件を用いて証明

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 三角形の相似条件を用いて、図形の性質などを証明しようとして

いる。 

領 域 等  Ｂ図形 

 
板 書 例  

  月  日 46 相似な図形 （ ４ ／１５） 

１.（１）仮定 ∠ＯＡＤ＝∠ＯＣＢ 

     結論 △ＡＯＤ∽△ＣＯＢ 

（２） 

 
 
 
 
 
 
 
２．（１）仮定 ＡＯ＝２ＣＯ，ＤＯ＝２ＢＯ 

    結論 △ＡＯＤ∽△ＣＯＢ 

 

（２） 

３．教科書ｐ１３１の問２をやってみよう。 

 

 

 

 

【めあて】 

三角形の相似条件を使って、図形の性質を証明しよう。 

【証明】 

 △ＡＯＤと△ＣＯＢで、 

 仮定より、∠ＯＡＤ ＝ ∠ＯＣＢ ・・・① 

 対頂角は等しいから、∠ＡＯＤ ＝ ∠ＣＯＢ ・・・② 

①、②から、  ２組の角が、それぞれ等しいので、 

  △ＡＯＤ ∽ △ＣＯＢ 

 

【証明】 

 △ＡＯＤと△ＣＯＢで、 

 ＡＯ＝２ＣＯから、ＡＯ：ＣＯ＝２：１ 

ＤＯ＝２ＢＯから、ＤＯ：ＢＯ＝２：１ 

よって、ＡＯ：ＣＯ＝ＤＯ：ＢＯ・・・① 

 対頂角は等しいから、∠ＡＯＤ＝∠ＣＯＢ ・・・② 

①、②から、２組の辺の比とその間の角が、それぞれ等しいので、 

   △ＡＯＤ ∽ △ＣＯＢ 

【証明】 

 △ＡＯＤと△ＣＯＢで、 

 ＡＯ：ＣＯ＝３：６＝１：２ 

ＤＯ：ＢＯ＝４：８＝１：２ 

よって、ＡＯ：ＣＯ＝ＤＯ：ＢＯ・・・① 

 対頂角は等しいから、∠ＡＯＤ＝∠ＣＯＢ ・・・② 

①、②から、２組の辺の比とその間の角が、それぞれ等しいので、 

   △ＡＯＤ ∽ △ＣＯＢ 



４８ 

題 材 名  「三角形の相似条件と証明」（第５時／全１５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 三角形の相似条件を用いた証明の方法について理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎見いだした図形の性質などを、三角形の相似条件を用いて証明

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 三角形の相似条件を用いて、図形の性質などを証明しようとして

いる。 

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

10 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

30 

 

 

 

 

40 

 

 

 

45 

【めあて】 

三角形の相似条件を使って、図形の性質を証明しよう。 

１.「教科書ｐ１３１の話し合おうを考えてみよう。」 

「まずは、自分で相似な図形を見つけてみましょう。」 

  （３～５分後） 

「友だちと一緒に、相似な図形とその理由を確認してみましょ 

う。」  

 

 

２．「教科書ｐ１３１の練習問題をやってみよう。」 

① △ＡＢＤ∽△ＤＣＢの証明 

 

ＡＤ∥ＢＣの証明 
  ・２つの直線が平行になるためには、同位角・錯覚が等しくな

ればよいことを確認する。 

 ② △ＡＢＣ∽△ＢＤＣの証明 

  ・二等辺三角形の定理「２つの底角は等しい」を確認する。 

 

ＣＤの長さを求める 

 

 ③ ＣＨの長さを求める 

  「１の活動で見つけた相似な三角形が活用できます。」 

 

 

【振り返り】 

見いだした図形の性質などを、三角形の相似条件を用いて証明

することができた。 
 

 

・まずは、自分で見つける活動の時

間を確保する。 

・直角三角形が重なっているため

に対応する辺の関係が読み取れな

い生徒には、同じ向きに抜き出した

三角形を書いて補助説明をする。 

・話し合いでは、相似になる理由も

確認するよう助言する。 

 

・対応する辺の関係に着目するよ

う助言する。 

 

 

 

 

 

 

・対応する辺の関係に着目するよ

う助言する。 

 

 

評価のめやす 

見いだした図形の性質などを、

三角形の相似条件を用いて証明

することができる。 

【思考・判断・表現】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、平行線の性質を使って線分の長さを求めます。」 

 

 

指導のポイント 

・見いだした図形の性質などを、三角形の相似条件を用いて証明することができる。 

数学的活動のポイント 

・話し合おうの活動で、話し合いを通して、３つの相似な三角形を見つける。 

用意するもの 

・コンパス、定規、分度器、（青ペン） 



４８ 

題 材 名  「三角形の相似条件と証明」（第５時／全１５時間） 

目   標   

①知識・技能 三角形の相似条件を用いた証明の方法について理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎見いだした図形の性質などを、三角形の相似条件を用いて証明

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 三角形の相似条件を用いて、図形の性質などを証明しようとして

いる。 

領 域 等  Ｂ図形 

 
板 書 例  

  月  日 48 相似な図形 （ ５ ／１５） 

１.教科書ｐ１３１の話し合ってみよう 

 

 

 

２．教科書ｐ１３１の練習問題 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ＡＢＤ∽△ＤＣＢより、対応する角は等しいので、 

∠ＡＣＢ＝∠ＤＢＣ よって、錯覚が等しいので、ＡＤ∥ＢＣ 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ＡＢＣ∽△ＢＤＣより、ＡＢ:ＢＤ＝ＢＣ：ＤＣ 

ＣＤ＝ｘｃｍとすると、１０：７＝７：ｘ 

ｘ＝４.９     ＣＤ＝４.９ｃｍ 

       

③ △ＡＢＨ∽△ＣＡＨ だから、 

ＡＨ：ＣＨ＝ＢＨ：ＡＨ 

ＣＨ＝ｘｃｍ とすると、 

 ６：ｘ＝９：６ 

    ｘ＝４    ＣＨ＝４ｃｍ 

 

 

【めあて】 

三角形の相似条件を使って、図形の性質を証明しよう。 

生徒たちの話し合いの結果を、簡単に板書すると、次の活動

に繋がります。 
 

【証明】 

 △ＡＢＤと△ＤＣＢで、 

 仮定より、ＡＢ：ＤＣ＝６：８＝３：４ 

ＡＤ：ＤＢ＝９：１２＝３：４ 

ＢＤ：ＣＢ＝１２：１６＝３：４ 

ＡＢ：ＤＣ＝ＡＤ：ＤＢ＝ＢＤ：ＣＢ 

３組の辺の比が、すべて等しいので 

△ＡＢＤ∽△ＤＣＢ 

【証明】 

 △ＡＢＣと△ＢＤＣで、 

 ∠Ｃは共通だから、∠ＡＣＢ＝∠ＢＣＤ･･･① 

 二等辺三角形の２つの底角は等しいので、 

∠ＡＢＣ＝∠ＡＣＢ 

 ∠ＡＣＢ＝∠ＢＤＣ 

よって、∠ＡＢＣ＝∠ＢＤＣ･･･② 

①、②から、２組の角がそれぞれ等しいので、 

  △ＡＢＣ∽△ＢＤＣ  



４９ 

題 材 名  「平行線と線分の比」（第６時／全１５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎平行線と線分の比についての性質を用いて、線分の長さなどを

求めることができる。 

②思考・判断・表現力 平行線と線分の比についての性質を見いだし、それらを証明する

ことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 平行線と線分の比についての性質を証明しようとしている。 

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

10 

 

 

 

 

20 

 

 

30 

 

40 
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【めあて】 

平行線と線分の比についての性質を見つけ出し、証明しよう。 

１.「右の図の△ＡＢＣで、ＰＱ∥ＢＣのとき、△ＡＰＱ∽△ＡＢＣ

であるといえるでしょうか。 

また、ＡＱ、ＰＱの長さは何ｃｍでしょうか。」 

 ・平行線の性質について確認する。 

・証明したことをもとに、下の定理を確認する。 

２．「教科書ｐ１３３の問１をやってみよう。」 

 

３．「右の図の△ＡＢＣで、ＡＢ，ＡＣ上に、それぞれＰ、Ｑがある

とき、ＰＱ∥ＢＣならば、ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣ 

になることを証明してみましょう。」 

 ・教科書に証明が書かれてはいるが、まずは一人で考えさせたい。 

 ・少しの時間をおいた後、補助線ＱＲを引くよう助言する。 

 

【振り返り】 

平行線と線分の比についての性質を見つけ出し、証明できた。 
 

 

・三角形の相似条件を確認するこ

とで、どの条件を使うかを図を確認

しながら支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平行四辺形の性質については、生

徒の理解状況により、黒板などにま

とめて板書する。 

 

評価のめやす 

平行線と線分の比についての性

質を用いて、線分の長さなどを

求めることができる。 

【知識・技能】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、平行線と線分の比についての問題を解きます。」 

 

指導のポイント 

・平行線と線分の比についての性質を用いて、線分の長さなどを求めることができる。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・コンパス、定規、分度器、（青ペン） 

ＰＱ∥ＢＣならば、 

ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ＝ＰＱ：ＢＣ 

 



４９ 

題 材 名  「三角形の相似条件と証明」（第６時／全１５時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎平行線と線分の比についての性質を用いて、線分の長さなどを

求めることができる。 

②思考・判断・表現力 平行線と線分の比についての性質を見いだし、それらを証明する

ことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 平行線と線分の比についての性質を証明しようとしている。 

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

  月  日 48 相似な図形 （ ６ ／１5） 

１. 右の図の△ＡＢＣで、ＰＱ∥ＢＣのとき、 

△ＡＰＱ∽△ＡＢＣであるといえるでしょ  

うか。 

また、ＡＱ、ＰＱの長さは何ｃｍでしょうか。 

２．教科書ｐ１３３の問１ 

△ＡＢＣで、ＰＱ∥ＢＣだから、ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ 

４：６＝ｘ：９    ｘ＝６ｃｍ 

ＡＰ：ＡＢ＝ＰＱ：ＢＣ 

４：６＝５：ｙ    ｙ＝７.５ｃｍ  

３．右の図の△ＡＢＣで、ＡＢ，ＡＣ上に、 

それぞれＰ、Ｑがあるとき、 

ＰＱ∥ＢＣならば、ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣ 

になることを証明してみましょう。 

 

 

【めあて】 

平行線と線分の比についての性質を見つけ出し、証明しよう。 

【証明】 

 △ＡＰＱと△ＡＢＣで、 

 平行線の同位角は等しいので、ＰＱ∥ＢＣから、  

 ∠ＡＰＱ＝∠ＡＢＣ、∠ＡＱＰ＝∠ＡＣＢ 

 よって、２組の角がそれぞれ等しいので、 

△ＡＰＱ∽△ＡＢＣ 

 

相似な図形では、対応する辺の比は等しいので、 

ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ、ＡＰ：ＡＢ＝ＰＱ：ＢＣ 

ＡＱ＝ｘｃｍとすると、４：１２＝ｘ：９ ｘ＝３ 

ＰＱ＝ｙｃｍとすると、４：１２＝ｙ：１０.５ ｙ＝３.５ 

ＰＱ∥ＢＣならば、 

ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ＝ＰＱ：ＢＣ 

 

【証明】 

 点Ｑを通り、辺ＡＢに平行な直線をひき、 

辺ＢＣとの交点をＲとする。 

△ＡＰＱと△ＱＲＣで、平行線の同位角は等しいので、 

ＰＱ∥ＢＣから、∠ＡＱＰ＝∠Ｃ･･･① 

ＱＲ∥ＡＢから、∠Ａ＝∠ＲＱＣ･･･② 

①、②から、２組の角が、それぞれ等しいので、 

△ＡＰＱ∽△ＱＲＣ 

よって、 ＡＰ：ＱＲ＝ＡＱ：ＱＣ 

四角形ＰＢＲＱは平行四辺形だから、 ＱＲ＝ＰＢ 

 

 

補助線ＱＲは、生徒が一人で 

考えた後に記入する。 
 



５０ 

題 材 名  「平行線と線分の比」（第７時／全１５時間） 
目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎平行線にはさまれた線分の比についての性質を用いて、線分の
長さなどを求めることができる。 

②思考・判断・表現力  
③主体的に取り組む姿勢 平行線と線分の比についての性質を証明しようとしている。 

領 域 等  Ｂ図形 
学習の流れ  
 学習活動 留意点・支援 
00 
 
10 
 
 
 
 
 
 
 
 
20 
 
 
 
 
 
30 
 
40 
 
 
 
 
 
45 

【めあて】 
平行線と線分の比についての性質を用いて、線分の長さを求めよう。 

１.「教科書ｐ１３４の問２で、復習をしよう。」 
  
・定理を確認する。 

２．「右の２つの図のように、２点Ｐ、Ｑが辺ＡＢ、ＡＣの延長上や
辺ＢＡ、ＣＡの延長上にある場合も平行線と線分の比の性質が
成り立つか、調べてみよう。」 

・２つの図を板書し三角形の相似条件により、平行線と線分の比
が成り立つことを簡単に説明する。 

 
３．「教科書ｐ１３５の問３をやってみよう。」 
 
４．「右の図のように、２つの直線が、３つの平行な直線と交わって

いるとき、 ＡＢ：ＢＣ＝Ａ’Ｂ’：Ｂ’Ｃ’ 
であることを証明しましょう。」  

 ・補助線ＡＥをひき、平行線と線分の比と平行四辺形の性質を 
活用する。 

・定理を確認する。 

【振り返り】 
平行線と線分の比についての性質を用いて、線分の長さを求め

ることができた。 
 

 
 
・分からない生徒には、前時のワ－
クシ－トで確認するよう助言する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・比の式を作る際、対応する辺に注
意するよう助言する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価のめやす平行線にはさまれ
た線分の比についての性質を用
いて、線分の長さなどを求める
ことができる。【知識・技能】 

 

50 次時の予告 
「次の授業では、平行線と線分の比を使って、図形の性質を証明

します。」 

 

指導のポイント 
・平行線と線分の比についての性質を用いて、線分の長さなどを求めることができる。 
数学的活動のポイント 
用意するもの 
・コンパス、定規、分度器、（青ペン） 

 

△ＡＢＣで、辺ＡＢ、ＡＣ上に、それぞれ点Ｐ、点Ｑがあるとき、 

① ＰＱ∥ＢＣならば、 

ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ＝ＰＱ：ＢＣ 

② ＰＱ∥ＢＣならば、 

ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣ 

 

平行線にはさまれた線分の比 

右の図のように、２つの直線が、３つの平行な直線と交わっているとき、 

次の関係が成り立つ。 

① ａ：ｂ＝ａ’:ｂ’ 

② ａ：ａ’＝ｂ：ｂ’ 

 



５０ 

題 材 名  「三角形の相似条件と証明」（第７時／全１５時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎平行線と線分の比についての性質を用いて、線分の長さなどを

求めることができる。 

②思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢 平行線と線分の比についての性質を証明しようとしている。 

領 域 等  Ｂ図形 

 
板 書 例  

  月  日 49 相似な図形 （ ７ ／１5） 

１. 教科書ｐ１３４の問２で、復習をしよう。 

△ＡＢＣで、ＰＱ∥ＢＣだから、 

ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣ 

 ８：４＝６：ｘ 

      ｘ＝３ 

２ 

 

 

 

 

３．教科書ｐ１３５の問３ 

（１）△ＡＢＣで、ＰＱ∥ＢＣだから、 

ＡＰ：ＡＢ＝ＰＱ:ＢＣ 

        ６：１５＝ｘ：１０     ｘ＝４ｃｍ 

ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ 

６：１５＝ｙ：７    ｙ＝２.８ｃｍ 

 

（２）△ＡＰＱで、ＰＱ∥ＢＣだから、 

ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ∥ＡＣ 

（４＋６）：４＝８：ｘ   ｘ＝３.２ｃｍ 

ＡＰ：ＡＢ＝ＰＱ：ＢＣ 

（４＋６）：４＝ｙ：５   ｙ＝１２.５ｃｍ 

（３）ＡＰ：ＡＢ＝ＰＱ：ＢＣ 

    ２：６＝４：ｘ    ｘ＝１２ｃｍ 

   ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ 

    ２：６＝ｙ：７    ｙ＝
７

３
 ｃｍ 

４．【証明】 

 点Ａを通り、直線Ａ’Ｃ’に平行な直

線をひき、直線ＢＢ’，ＣＣ’との交点

を、それぞれ、Ｄ、Ｅとする。 

△ＡＣＥで、ＢＤ∥ＣＥだから、 

ＡＢ：ＢＣ＝ＡＤ：ＤＥ･･･① 

四角形ＡＤＢ’Ａ’、四角形ＤＥＣ’Ｂ’は、ともに平行四辺形だか

ら、ＡＤ＝Ａ’Ｂ’、ＤＥ＝Ｂ’Ｃ’ 

したがって、ＡＢ：ＢＣ＝Ａ’Ｂ’：Ｂ’Ｃ’ 

 

 

 

 

 

【めあて】 

平行線と線分の比についての性質を用いて、線分の長さ

を求めよう。 

平行線と線分の比 

△ＡＢＣで、辺ＡＢ、ＡＣ上に、それぞれ点Ｐ、点Ｑがあるとき、 

① ＰＱ∥ＢＣならば、 

ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ＝ＰＱ：ＢＣ 

② ＰＱ∥ＢＣならば、 

ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣ 

 

平行線にはさまれた線分の比 

右の図のように、２つの直線が、 

３つの平行な直線と交わっているとき、 

次の関係が成り立つ。 

① ａ：ｂ＝ａ’:ｂ’ 

② ａ：ａ’＝ｂ：ｂ’ 

補助線ＡＥは、生徒による証明の途中で 

書き入れる。 
 



５１ 

題 材 名  「平行線と線分の比」（第８時／全１５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能  

②思考・判断・表現力 ◎三角形の角の二等分線と線分の比の性質をみつけ、証明するこ

とができる。 

③主体的に取り組む姿勢 三角形の角の二等分線と線分の比の性質をみつけ、証明しようと

している。 

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

10 
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【めあて】 

三角形の角の二等分線と線分の比の性質をみつけ、証明してみよう。 

１.「ＡＢ＝６ｃｍ、ＡＣ＝４ｃｍの△ＡＢＣをかきましょう。 

また、∠Ａの二等分線をひき、辺ＢＣとの交点をＤとします。 

ＢＤとＤＣの長さを測って、ＢＤ：ＤＣを求めるとどんなこと

がわかるでしょうか。」 

・ＢＤ：ＤＣは、定規で測り、おおよその比でよいことを伝える。 

・わかったことを、記号や言葉で記入させ、発表させる。 

  

２．「△ＡＢＣで、∠Ａの二等分線と辺ＢＣとの交点をＤとするとき、 

ＡＢ：ＡＣ＝ＢＤ：ＤＣ であることを証明しよう。」 

 ・２分ほど各自で考えさせたら、補助線ＣＥを黒板の図に書き入

れ、平行線の性質を利用するよう助言する。 

 

 

３．「教科書１３８の問６をやってみよう。」 

 

【振り返り】 

三角形の角の二等分線と線分の比の性質をみつけ、証明するこ

とができた。 
 

 

・６ｃｍ、４ｃｍは定規ではかり、 

角度は自由に書いて良いことを伝

える。（よって、三角形の形は様々になる） 

・角の二等分線の作図方法を忘れ

ている生徒がいる場合は、作図方法

の補助説明をする。 

・ 

 

 

・複雑な証明なので、丁寧に説明す

る。 

 

 

 

評価のめやす 

三角形の角の二等分線と線分の

比の性質をみつけ、証明するこ

とができる。 

【思考・判断･表現】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、線分の比から平行線であることを導き出しま

す。」 

 

指導のポイント 

・三角形の角の二等分線と線分の比の性質をみつけ、証明することができる。 

数学的活動のポイント 

・作図から長さを測り、ＢＤ：ＤＣの値は一定になることや、∠Ａをはさむ２辺の比と同じになることに気づか

せたい。 

用意するもの 

・コンパス、定規、分度器、（青ペン） 



５１ 

題 材 名  「三角形の相似条件と証明」（第８／全１５時間） 

目   標   

①知識・技能  

②思考・判断・表現力 ◎三角形の角の二等分線と線分の比の性質をみつけ、証明するこ

とができる。 

③主体的に取り組む姿勢 三角形の角の二等分線と線分の比の性質をみつけ、証明しようと

している。 

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

  月  日 50 相似な図形 （ ８ ／１5） 

１. ＡＢ＝６ｃｍ、ＡＣ＝４ｃｍの△ＡＢＣをかきましょう。 

また、∠Ａの二等分線をひき、辺ＢＣとの交点をＤとし

ます。 

ＢＤとＤＣの長さを測って、ＢＤ：ＤＣを求めるとどん

なことがわかるでしょうか。  

２．△ＡＢＣで、 

∠Ａの二等分線と辺ＢＣとの交点をＤとするとき、 

ＡＢ：ＡＣ＝ＢＤ：ＤＣ であることを証明しよう。 

 

 

 

 

３．教科書ｐ１３８の問６をやってみよう。 

（１）１２：８＝ｘ：４ 

    ｘ＝６ 

 

（２）１２：１６＝（１４－ｘ）：ｘ 

    １２ｘ＝１６（１４－ｘ） 

    ２８ｘ＝２２４ 

      ｘ＝８ 

 

 

【めあて】 

三角形の角の二等分線と線分の比の性質をみつけ、証明

してみよう。 

わかったこと 

例）ＢＤ：ＤＣ＝３：２になる。 

例）ＡＢ：ＡＣ＝ＢＤ：ＤＣ 

 
      

 

この図は、１の作図に上書きしてもよいでしょう。  

【証明】 

 点Ｃを通り、ＤＡに平行な直線と、ＢＡを延長した直線との 

交点をＥとする。 

ＡＤ∥ＥＣから、 ∠ＢＡＤ＝∠ＡＥＣ  

また、平行線の錯角は等しいので、∠ＤＡＣ＝∠ＡＣＥ 

仮定より、 ∠ＢＡＤ＝∠ＤＡＣ  

したがって、∠ＡＥＣ＝∠ＡＣＥ  

２つの角が等しいから、△ＡＣＥは二等辺三角形となり、 

    ＡＥ＝ＡＣ ･･･ ① 

△ＢＥＣで、 ＡＤ∥ＥＣから、 

ＢＡ：ＡＥ＝ＢＤ：ＤＣ ･･･ ② 

①、②から、ＡＢ：ＡＣ＝ＢＤ：ＤＣ   



５２ 

題 材 名  「平行線と線分の比」（第９時／全１５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 平行線と線分の比についての性質の逆が成り立つことを理解して

いる。 

②思考・判断・表現力 ◎１点を中心として図形を拡大または縮小して、相似な図形をか

く方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 
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【めあて】 

１点を中心として、図形を拡大または縮小して、相似な図形を書こう。 

１.「右の図で、ＰＱ∥ＢＣならば、ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ が成

り立つことは証明しました。 

  この逆である、ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣ ならば ＰＱ∥ＢＣ 

  が成り立つことを証明してみましょう。」 

 ・２分ほど各自で考えさせたら、補助線ＣＲを黒板の図に書き入

れ、△ＡＰＱ∽△ＣＲＱに気づかせる。 

 ・線分の比と平行線の性質についてまとめる。 

 ・辺ＡＢ、ＡＣの延長上や、辺ＢＡ、ＣＡの延長上にある場合に

も成り立つことを確認する。 

 

２．「教科書ｐ１４０の問９をやってみよう。」 

 ・線分の比と平行線の性質を利用するよう助言する。 

 

３．「教科書ｐ１４１の問１０をやってみよう。」 

 

４．「教科書１４１の練習問題をやってみよう。」 

 

【振り返り】 

１点を中心として、図形を拡大または縮小して、相似な図形を

書くことができた。 
 

 

・ 

・教科書のふりかえりに書かれて

いる平行四辺形になるための性質

を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価のめやす 

１点を中心として、図形を拡大

または縮小して、相似な図形を

書くことができる。 

【思考・判断･表現】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、線分の比から平行線であることを導き出しま

す。」 

 

指導のポイント 

・１点を中心として、図形を拡大または縮小して、相似な図形を書くことができる。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・コンパス、定規、分度器、（青ペン） 



この図は、１の作図に 

上書きしてもよいでしょう。 

線分の比と平行線 

 △ＡＢＣで、辺ＡＢ、ＡＣ上に、それぞれ、点Ｐ、Ｑがあるとき、 

ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ ならば、ＰＱ∥ＢＣ 

ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣ ならば、ＰＱ∥ＢＣ 

５２ 

題 材 名  「三角形の相似条件と証明」（第９／全１５時間） 

目   標   

①知識・技能 平行線と線分の比についての性質の逆が成り立つことを理解して

いる。 

②思考・判断・表現力 ◎１点を中心として図形を拡大または縮小して、相似な図形をか

く方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

  月  日 51 相似な図形 （ ９ ／１5） 

１. 右の図で、ＰＱ∥ＢＣならば、ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ 

が成り立つことは証明しました。 

  この逆である、 

ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣ ならば ＰＱ∥ＢＣ 

  が成り立つことを証明してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右図のように、２点Ｐ、Ｑが、 

辺ＡＢ、ＡＣの延長上や、 

辺ＢＡ、ＣＡの延長上にある場合 

にも、上のことが成り立ちます。 

２．教科書ｐ１４０の問９ 

△ＯＡ’Ｂ’で、   

ＯＡ：ＯＡ’＝ＯＢ：ＯＢ’＝１：３ 

だから、ＡＢ∥Ａ’Ｂ’    

ＡＢ：Ａ’Ｂ’＝１：３ 

△ＯＢ’Ｃ’、△ＯＣ’Ａ’ついても同じように、 

ＢＣ∥Ｂ’Ｃ’、ＢＣ：Ｂ’Ｃ’＝１：３ 

ＣＡ∥Ｃ’Ａ’、ＣＡ：Ｃ’Ａ’＝１：３ 

△ＡＢＣと△Ａ’Ｂ’Ｃ’で、３組の辺の比が、すべて等しいので、 

△ＡＢＣ∽△Ａ’Ｂ’Ｃ’   相似比は、１：３ 

３．教科書ｐ１４１の問１０ 

 

 

 

 

４．教科書ｐ１４１の練習問題 

（１）８：６＝ｘ：４   ｘ＝
16
3
 （ｃｍ） 

    ６：（６＋９）＝５：ｙ  ｙ＝１２.５（ｃｍ） 

（２）５：１０＝４：ｘ   ｘ＝８（ｃｍ） 

５：１０＝ｙ：（１４－ｙ） ｙ＝
14
3
 （ｃｍ） 

 

【めあて】 

１点を中心として、図形を拡大または縮小して、相似な

図形を書こう。 

 
 
 

【証明】 

 右図のように、Ｃを通り、辺ＢＡに平行な直線をひき、 

直線ＰＱとの交点をＲとすると、 

 △ＡＰＱ∽△ＣＲＱ がいえる。 

 相似な図形の対応する辺の比は等しいので、 

ＡＰ：ＣＲ＝ＡＱ：ＣＱ ･･･① 

 また、仮定より  

ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＣＱ ･･･② 

① 、②から ＡＰ：ＰＢ＝ＡＰ：ＣＲ 

よって、ＰＢ＝ＣＲ 

ＰＢ＝ＣＲ、ＰＢ∥ＣＲだから、四角形ＰＢＣＲは平行四辺形  

よって、ＰＱ∥ＢＣ 

            

                              



５３ 

題 材 名  「中点連結定理」（第１０時／全１５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎中点連結定理を用いて、線分の長さなどを求めることができる。 

②思考・判断・表現力 ◎中点連結定理を用いて、図形の性質を証明することができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

 

10 

 

 

 

 

 

20 

 

 

30 

 

 

 

 

 

 

 

40 

 

 

45 

【めあて】 

中点連結定理を用いて、線分の長さを求めたり、図形の性質を証明したり

しよう。 

１.「△ＡＢＣの２辺ＡＢ、ＡＣの中点をそれぞれＭ、Ｎとすると、 

線分ＭＮと線分ＢＣの間には、どんな関係があるでしょうか。」 

 ・気づいたことを発表させ、生徒が主体的に中点連結定理を導い

たようにする。 

 ・中点連結定理を板書し、確認する。 

 

２．「教科書ｐ１４２の問１をやってみよう。」 

  

 

３．「四角形ＡＢＣＤをかき、４辺ＡＢ、ＢＣ、ＣＤ、ＤＡの中点を、

それぞれＰ、Ｑ、Ｒ、Ｓとします。 

このとき、四角形ＰＱＲＳはどんな四角形になるでしょうか。」 

 ・証明に使えそうな作図をした生徒がいる場合は、黒板に書かせ、 

  その図をもとに証明する。 

 ・中点連結定理を用いて、四角形ＡＢＣＤが平行四辺形になるこ

とを証明する 

 

４．「教科書１４３の練習問題をやってみよう。」 

 

【振り返り】 

中点連結定理を用いて、線分の長さを求めたり、図形の性質を

証明したりすることができた。 
 

 

 

 

・既習の平行線と線分の比を用い

て、関係を見つけ出すよう助言す

る。 

 

 

 

・三角形の相似条件を確認する。 

 

 

・四角形ＡＢＣＤはどのような形

でも良いことを助言する。 

・各辺の中点も、正確な作図ではな

く、おおよその位置で作図するよう

助言する。 

 

 

 

 

 

評価のめやす 

中点連結定理を用いて、線分の

長さを求めたり、図形の性質を

証明したりすることができる。 

【知識・技能】【思考・判断･表現】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、相似な図形の面積について考えます。」 

 

指導のポイント 

・中点連結定理を用いて、線分の長さを求めたり、図形の性質を証明したりすることができる。 

 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・コンパス、定規、分度器、（青ペン） 



５３ 

題 材 名  「中点連結定理」（第１０／全１５時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎中点連結定理を用いて、線分の長さなどを求めることができる。 

②思考・判断・表現力 ◎中点連結定理を用いて、図形の性質を証明することができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

  月  日 52 相似な図形 （ 10 ／１5） 

１. △ＡＢＣの２辺ＡＢ、ＡＣの中点を。それぞれＭ、Ｎと

すると、線分ＭＮと線分ＢＣの間には、どんな関係がある

でしょうか。 

例）△ＡＢＣ∽△ＡＭＮ 

   ＭＮ∥ＢＣ、ＭＮ：ＢＣ＝１：２  など 

 

２．教科書ｐ１４２の問１ 

ＤＥ＋ＥＦ＋ＦＤ＝
1
2
×９＋

1
2
×７＋

1
2
×８ 

          ＝４.５＋３.５＋４＝１２（ｃｍ） 

  △ＤＥＦと△ＣＡＢで、 

   ＤＥ：ＣＡ＝１：２、ＥＦ：ＡＢ＝１：２、 

ＦＤ：ＢＣ＝１：２ 

  ３組の辺の比がすべて等しいので、 

△ＤＥＦは、△ＣＡＢと相似な三角形である。 

 

 

 

３．四角形ＡＢＣＤをかき、４辺ＡＢ、ＢＣ、ＣＤ、ＤＡの 

中点を、それぞれＰ、Ｑ、Ｒ、Ｓとします。 

このとき、四角形ＰＱＲＳはどんな四角形になるでしょうか。 

 

 

 

 

 

４．教科書ｐ１４３の練習問題 

① 対角線ＡＣをひき、線分ＥＦとの交点をＧとする。 

ＥＧ∥ＢＣだから、ＡＧ：ＧＣ＝ＡＥ：ＥＢ＝１：１ 

  △ＡＢＣで、中点連結定理より、 

 ＥＧ＝
1
2
×１０＝５（ｃｍ） 

  △ＡＣＤでも同じようにして、 

 ＧＦ＝
1
2
×４＝２（ｃｍ）   

ＥＦ＝５＋２＝７（ｃｍ） 

②△ＡＢＤで、点Ｐ、Ｒはそれぞれ、辺ＡＤ、対角線ＢＤの 

中点だから、中点連結定理より、ＰＲ＝
1
2
ＡＢ 

 また、△ＢＣＤ、△ＡＢＣ、△ＣＤＡでも同じようにして、 

  ＲＱ＝
1
2
ＤＣ、ＱＳ＝

1
2
ＢＡ、ＳＰ＝

1
2
ＣＤ 

 仮定より、ＡＢ＝ＣＤだから、ＰＲ＝ＲＱ＝ＱＳ＝ＳＰ  

となり、四角形ＰＱＲＳはひし形である。 

 

 

【めあて】 

中点連結定理を用いて、線分の長さを求めたり、図形の

性質を証明したりしよう。 

中点連結定理 

 △ＡＢＣの２辺辺ＡＢ、ＡＣの中点を、 

それぞれ、Ｍ、Ｎとすると、 

ＭＮ∥ＢＣ、ＭＮ＝
1
2
 ＢＣ 

 

生徒に黒板に書かせ、

次の証明に使用して

もよいでしょう。 

 

【証明】 

対角線ＡＣをひく。△ＡＢＣで、点Ｐ、Ｑは、それぞれ、辺ＡＢ、

ＢＣの中点だから、ＰＱ∥ＡＣ、ＰＱ＝
1
2
ＡＣ 

同じように、△ＡＤＣで、ＳＲ∥ＡＣ、ＳＲ＝
1
2
ＡＣ 

①、②から、ＰＱ∥ＳＲ、ＰＱ＝ＳＲ 

1 組の向かいあう辺が、等しくて平行であるので、四角形ＰＱＲＳ

は平行四辺形である。 

 

 



５４ 

題 材 名  「相似な図形の面積」（第１１時／全１５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎図形の面積を、相似比と面積の比の関係を用いて求めることが

できる。 

②思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢 相似な図形の相似比と面積の比の関係について考えようとしてい

る。 

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

10 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

25 

 

30 

40 

 

45 

【めあて】 

図形の面積を、相似比と面積の比の関係を用いて求めよう。 

１.「下の図の、△ＡＢＣと△ＧＨＩは相似であり、相似比は１：３

である。この２つの三角形の面積比がどのようになるか考えて

みよう。」 

 ・相似な図形の面積比について予想を記入させ、発表させる。 

 ・△ＧＨＩをワ－クシ－トの答えのように９等分し、視覚的に２

乗になることを確認する。 

 

２．「右の図の、相似比が１：ｋである、相似な三角形△ＰＱＲと 

△Ｐ’Ｑ’Ｒ’面積比についても考えてみましょう。」 

 ・四角形ＡＢＣＤＥについても成り立つことを確認する。 

 

３．「教科書ｐ１４７の問１をやってみよう。」 

 ・相似な図形の面積の比についてまとめる。 

４．「教科書１４８の例題１をやってみよう。」 

５．「教科書ｐ１４８の練習問題をやってみよう。」 

 

【振り返り】 

図形の面積を、相似比と面積の比の関係を用いて求めることが

できた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文字で表された比については、難

しいと感じる生徒も多いので、ある

程度の時間で、教師が説明してもよ

いでしょう。 

 

 

 

 

 

評価のめやす 

図形の面積を、相似比と面積の

比の関係を用いて求める。 

【知識・技能】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、相似な立体の表面積・体積について考えます。」 

 

指導のポイント 

・図形の面積を、相似比と面積の比の関係を用いて求めることができる。 

数学的活動のポイント 

・相似な図形の相似比と面積の比の関係について考えさせる。 

用意するもの 

・コンパス、定規、分度器、（青ペン） 



５４ 

題 材 名  「相似な図形の面積」（第１１／全１５時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎図形の面積を、相似比と面積の比の関係を用いて求めることが

できる。 

②思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢 相似な図形の相似比と面積の比の関係について考えようとしている。 

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

  月  日 53 相似な図形 （ 11 ／１5） 

１. 下の図の、△ＡＢＣと△ＧＨＩは相似であり、相似比は

１：３である。この２つの三

角形の面積比がどのように

なるか考えてみよう。 

 

 

２．右の図の、相似比が１：ｋである、相似な三角形 

△ＰＱＲと△Ｐ’Ｑ’Ｒ’の面積比についても考えてみ

ましょう。 

△ＰＱＲの底辺をａ、高さをｈ、面積を   

Ｓとし、△Ｐ’Ｑ’Ｒ’の底辺を a’、 

高さをｈ’、面積をＳ’とすると、 

  ａ’＝ｋａ 、ｈ’＝ｋｈ  

このときそれぞれの面積Ｓ、Ｓ’  

は、 

 Ｓ＝
1
2
ａｈ， Ｓ’＝

1
2
ａ’ｈ’＝

1
2

×ｋａ×ｋｈ＝ｋ２×
1
2
ａｈ   

よって、Ｓ’＝ｋ２Ｓ となり、次の関係が成り立ちます。 

 Ｓ：Ｓ’＝Ｓ：ｋ２Ｓ＝１：ｋ２ 

したがって、相似比が１：ｋである相似な三角形の面積の

比は、 １：ｋ２    となります。 

３．教科書ｐ１４７の問１ 

相似比は、１：ｋ 

  半径１の円の面積は、π  半径ｋの円の面積は πｋ２ 

   π：πｋ２＝１：ｋ２ 

４．教科書ｐ１４８の例題１ 

相似比が、５：３だから、面積の比は、５２：３２となる。 

Ｇの面積をｘｃｍ２とすると、 ６００：ｘ＝５２：３２ 

 ２５ｘ＝６００×３ ｘ＝２１６   ２１６ｃｍ２ 

５．教科書ｐ１４８の練習問題 

① ℓとＡＣとの交点をＥとすると、ℓ∥ＢＣから、 

△ＡＤＥ∽△ＡＢＣ ＡＤ：ＤＢ＝２：１だから、 

△ＡＤＥと△ＡＢＣの相似比は、２：３となり、 

    その面積比は、２２：３２となる。 

Ｐの面積をｘｃｍ２とすると、 ｘ：７２＝２２：３２  

ｘ＝３２ よって、Ｑの面積は、７２－３２＝４０ 

Ｐの面積 ３２ｃｍ２、 Ｑの面積 ４０ｃｍ２ 

② ３つの円はすべて相似で、半径１０ｃｍの円と、 

半径２０ｃｍの相似比は、１：２ だから、 

 その面積の比は、１２：２２＝１：４ 

 また、半径１０ｃｍの円と半径３０ｃｍの円の相似比は、 

１：３だから、その面積比は、１２：３２＝１：９ 

  Ａの部分の面積をＳとすると、半径２０ｃｍの円の面積は、

４Ｓだから、Ｂの部分の面積は、４Ｓ－Ｓ＝３Ｓより、 

Ａの部分の面積の３倍になる。 

また、半径３０ｃｍの円の面積は、９Ｓだから、 

Ｃの面積は、９Ｓ－４Ｓ＝５Ｓ より、 

Ａの面積の５倍になる。 

 

 

【めあて】 

図形の面積を、相似比と面積の比の関係を用いて求めよう。 

 

ワ－クシ－トの図に上の図

のように書き込んで下さい。 

【相似な図形の面積比】（予想） 

例）・２乗になっている。 

 ・１：９になっている。     など 

 

相似な図形の面積の比 

相似な２つの図形で、 

  相似比がｍ：ｎ ならば、 

面積の比は ｍ２：ｎ２ である。 

相似比が１：ｋである、 

右図の四角形ＡＢＣＤＥと 

四角形Ａ’Ｂ’Ｃ’Ｄ’Ｅ’についても、 

同様に １：ｋ２  となります。 



５５ 

題 材 名  「相似な立体の表面積・体積」（第１２時／全１５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎立体の表面積や体積を、相似比と表面積の比、体積の比の関係を

用いて求めることができる。 

②思考・判断・表現力 相似な立体の相似比と表面積の比、体積の比を調べ、文字式を用い

るなどしてそれらの関係について考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 
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【めあて】 

立体の表面積や体積を、相似比と表面積の比、体積の比を用いて求めよう。 

１.「下の文章の  にあてはまる数や言葉を入れてみましょう。」 

  

２．「右の図の直方体ＦとＦ’について、表面積の比と体積の比が 

どのようになっているか調べてみましょう。」 

 ・表面積は、前時の学習をふりかえり求めるよう助言する。 

 ・体積は、それぞれＶ、Ｖ’として、文字式で表すよう助言する。 

 ・相似な立体の表面積の比と体積の比の性質をまとめる。 

３．「教科書ｐ１５１の例題１をやってみよう。」 

  

４．「教科書ｐ１５２の問４をやってみよう。」 

 

５．「教科書ｐ１５２の問５をやってみよう。」 

 

６．「教科書ｐ１５２の練習問題をやってみよう。」 

・①は生徒にとって身近なスポ－ツなので、数学の実生活の汎用

性を伝える。 

 

 

【振り返り】 

立体の表面積や体積を、相似比と表面積の比、体積の比の関係

を用いて求めることができた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価のめやす 

立体の表面積や体積を、相似比

と表面積の比、体積の比の関係

を用いて求めることができる。 

【知識・技能】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、相似な立体の表面積・体積について考えます。」 

 

指導のポイント 

・立体の表面積や体積を、相似比と表面積の比、体積の比の関係を用いて求めることができる。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・コンパス、定規、分度器、（青ペン） 



５５ 

題 材 名  「相似な立体の表面積・体積」（第１２／全１５時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎立体の表面積や体積を、相似比と表面積の比、体積の比の関係を

用いて求めることができる。 

②思考・判断・表現力 相似な立体の相似比と表面積の比、体積の比を調べ、文字式を用い

るなどしてそれらの関係について考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 54 相似な立体の表面積・体積（ 12 ／１5） 

１．下の文章の  にあてはまる数や言葉を入れてみましょう。 

右の図のような、四面体ＡＢＣＤと四面体Ａ’Ｂ’Ｃ’Ｄ’において、 

  ＯＡ’＝ ２ ＯＡ、ＯＢ’＝ ２ ＯＢ 

  ＯＣ’＝ ２ ＯＣ、ＯＤ’＝ ２ ＯＤ 

 よって、四面体ＡＢＣＤと四面体Ａ’Ｂ’Ｃ’Ｄ’は相似で、 

相似比は、  １ ： ２ である。 

また、相似な立体では、 

 対応する線分の長さの比は、 すべて等しい。  

 対応する面は、 それぞれ相似である。  

 対応する角の大きさは、 それぞれ等しい。   

２．【表面積】 

 直方体の表面積は、すべての面の面積の和   

であることより、 

 相似な図形の面積の性質より、 

  相似比が、ｍ：ｎのとき、その表面積の比  

は、ｍ２：ｎ２ 

【体積】 

  直方体Ｆの体積をＶ、直方体Ｆ’の体積をＶ’とすると、 

 Ｖ＝ｍａ×ｍｂ×ｍｃ＝ｍ３ａｂｃ 

Ｖ’＝ｎａ×ｎｂ×ｎｃ＝ｎ３ａｂｃ 

よって、Ｖ：Ｖ’＝ｍ３：ｎ３ 

３．教科書ｐ１５１の例題１をやってみよう。 

相似比が、３：２だから、表面積の比は、３２：２２、 

体積の比は、３３：２３となる。 

Ｇの表面積をｘｃｍ２とすると、 １４４：ｘ＝３２：２２ 

 ９ｘ＝１４４×４  ｘ＝６４ 

また、Ｇの体積をｙｃｍ３とすると、  

１０８：ｙ＝３３：２３  

 ２７ｙ＝１０８×８ ｙ＝３２  

  Ｇの表面積 ６４ｃｍ２ 、体積 ３２ｃｍ３ 

４．（１）円周の長さの比は相似比と等しいので、 

底面の円周の長さの比は、３：４ 

（２）ＦとＧの表面積の比は、３２：４２＝９：１６  

（３）ＦとＧの体積の比は、３３：４３だから、 

Ｇの体積をｘｃｍ３とすると、 

    １３５π：ｘ＝３３：４３ 

    ２７ｘ＝１３５π×６４  ｘ＝３２０π   

３２０πｃｍ３ 

５．平面ＬとＯＢ、ＯＣとの交点をそれぞれ、Ｅ、Ｆとする。 

  平面Ｌは底面ＡＢＣに平行な面だから、三角錐ＯＤＥＦと 

三角錐ＯＡＢＣは相似である。 

  また、ＯＤ：ＤＡ＝２：１、だから、２つの三角錐の相似比

は、２：３となる。 

  したがって、Ｐの部分と三角錐ＯＡＢＣの体積の比は、 

２３：３３＝８：２７ 

  ここで、三角錐ＯＡＢＣの体積を２７ｘとすると、 

Ｐの部分の体積は８ｘと表される。 

  Ｑの体積は、三角錐ＯＡＢＣからＰの部分をひいたものだか

ら、（Ｐの体積）：（Ｑの体積）＝８ｘ：（２７ｘ－８ｘ） 

           ＝８：１９       ８：１９  

 

 

【めあて】 

立体の表面積や体積を、相似比と表面積の比、体積の

比を用いて求めよう 

 

相似な立体の表面積の比と体積の比 

相似な２つの立体で、 

  相似比がｍ：ｎ ならば、表面積の比は ｍ２：ｎ２ である。 

相似比がｍ：ｎ ならば、体積の比は ｍ３：ｎ３ である。 



 

 

 

 

 

６． 

① ２つのボ－ルを球と考えると、野球のボ－ルとサッカ－の 

ボ－ルの相似比は、直径の比に等しいから、 

 ７.３：２１.９＝１：３ 

よって、体積の比は、１３：３３＝１：２７   

 

 ② 上部にできた円錐の底面の半径をＮＭとする。 

   底面に平行な平面で２つに分けているから、△ＯＭＮと 

△ＯＢＡは相似である。 

   また、ＯＢの中点がＭだから、 相似比は、１：２ 

   よって、体積の比は、１３：２３＝１：８ 

   大きな円錐の体積は、
1
3
×π×４２×１０＝

160
3
π 

   小さな円錐の体積は、
160
3
π×

1
8
＝

20
3
π 

   よって、立体の体積は、 

     
160
3
π－

20
3
π＝

140
3
π    

140
3
πｃｍ３ 

 

 

 



５６ 

題 材 名  「相似の利用」（第１３時／全１５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能 直接測定できない高さや距離などを縮図をかいて求めることがで

きる。 

② 思考・判断・表現力 ◎相似な図形の性質を具体的な場面で活用することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎図形の相似について学んだことを生活や学習にいかそうとして

いる。 

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 

 

 

 

 

 

 

40 

 

45 

【めあて】 

図形の相似について学んだことを生活や学習にいかそう。 

１.「相似比が２：３であるアイスクリ－ムＡとＢがあり、ＡとＢの値

段は、それぞれ１００円と３００です。６００円で、Ａを６個買う

のと、Ｂを２個買うのとでは、どちらが割安でしょうか。」 

 ・自分なりの考えを記入させ、発表させる。 

（１） ＡとＢの体積の比を求めてみよう。 

（２） 体積の比から、どちらが割安だと考えられますか。 

（３）右図のような、アイスクリ－ムＣを買おうとするとき、値段

が何円以下であれば、Ａ、Ｂ、Ｃの中で最も割安になるか、

考えてみよう。 

 

２．「２地点間の距離について考えよう。」 

（１）右の図のように、池などが間にあり、直接には測ることので

きない２地点間の距離を測るには、どのようにしたら良いか、

考えてみよう。 

（２）上の図で、ＡＣ＝３５ｍ、ＢＣ＝４２ｍ、∠ＡＣＢ＝７８°

であるとき、縮図を書いて、距離ＡＢを求めよう。 

 

３．教科書ｐ１５５の問４をやってみよう。 

 

【振り返り】 

図形の相似について学んだことを生活や学習にいかそうとする

ことができた。 
 

 

 

・日常生活で活用する内容なので、

実際の買い物の場面を想定して考

えるよう助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価のめやす 

図形の相似について学んだこと

を生活や学習にいかそうとする

ことができた。 

【主体的に取り組む姿勢】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、相似な立体の表面積・体積について考えます。」 

 

指導のポイント 

・図形の相似について学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 

数学的活動のポイント 

・１や２の活動で、自分なりの考えをまとめ、表すことができる。 

用意するもの 

・コンパス、定規、分度器、（青ペン） 

 



５６ 

題 材 名  「相似の利用」（第１３／全１５時間） 

目   標   

①知識・技能 直接測定できない高さや距離などを縮図をかいて求めることができる。 

②思考・判断・表現力 ◎相似な図形の性質を具体的な場面で活用することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎図形の相似について学んだことを生活や学習にいかそうとして

いる。 

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 55 相似の利用（ 13 ／１5） 

１．「相似比が２：３であるアイスクリ－ムＡとＢがあり、 

ＡとＢの値段は、それぞれ１００円と３００です。 

６００円で、Ａを６個買うのと、Ｂを２個買うのとでは、

どちらが割安でしょうか。」 

（１）ＡとＢの体積の比を求めてみよう。 

相似比が ２：３だから、 

体積比は ２３：３３＝８：２７ 

（２）体積の比から、どちらが割安だと考えられますか。 

    相似比が２：３なので、体積比が８：２７、 

Ａを６個買うと８×６＝４８ｃｍ３、 

Ｂを２個買うと２７×２＝５４ｃｍ３  

 だから、Ｂの方が割安である。 

（３）右図のような、アイスクリ－ムＣを買おうとするとき、

値段が何円以下であれば、Ａ、Ｂ、Ｃの中で最も割安

になるか、考えてみよう。 

    ＢとＣの相似比が、３：４であることから、 

体積比は ３３：４３ ＝２７：６４ 

   Ｃの値段をｘ円とすると、 ２７：６４＝３００：ｘ 

    ｘ＝７１１．１１１･･･ 

よって、Ｃの値段が７１１円以下であればＢよりも 

割安となる。 

２．「２地点間の距離について考えよう。」 

（１）右の図のように、池などが間にあり、直接には測ることの

できない２地点間の距離を測るには、どのようにしたら 

良いか、考えてみよう。 

 

（２）上の図で、ＡＣ＝３５ｍ、ＢＣ＝４２ｍ、∠ＡＣＢ＝７８°

であるとき、縮図を書いて、距離ＡＢを求めよう。 

ＡＢ＝ｘｃｍとすると、 

７：ｘ＝５：３５００ 

  ｘ＝４９００ 

よって、ＡＢは約４９ｍ 

 

 

 

 

 

３．教科書ｐ１５５の問４をやってみよう。 

   校舎の高さをｘｍとすると、 

１. ５：ｘ＝０.９：８.４ 

ｘ＝１４       １４ｍ  

 

 

【めあて】 

図形の相似について学んだことを生活や学習にいかそう。 

自分の考えとその理由 

例）・相似比が２：３なので、体積比が８：２７  

Ａを６個買うと８×６＝４８ｃｍ３、Ｂを２個買うと 

２７×２＝５４ｃｍ３ だからＢの方が割安である。 

 

【考え方】 

例）地点Ａ、Ｂの両方を見ること

のできる地点Ｃを決めて、ＡＣ、

ＢＣの長さと∠ＡＣＢの大きさ

を測り、これをもとに△ＡＢＣの

縮図をかき、ＡＢの長さを求め

る。 

 

 
生徒に黒板に作図を 

させてもよいでしょう。 

【縮図】 

（縮尺７００分の１の縮図の場合） 

 生徒に黒板に作図をさせてもよいでしょう。 



５７ 

題 材 名  「図形と相似」（第１４時／全１５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎図形の相似について用語や基本的な性質を理解する。 

②思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢 図形の相似について基本的な性質を用いて、問題を解こうとする。 

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

05 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45 

【めあて】 

図形の相似について用語の意味や基本的な性質を確認しよう。 

１.「教科書ｐ１５６，１５７の章末問題をやろう。」 

 １(確認のポイント) 

・相似な図形の性質、相似比について確認する。 

 ２(確認のポイント) 

 ・三角形の相似条件について確認する。 

 ３(確認のポイント) 

 ・三角形の相似条件をつかった証明の方法について確認する。 

 ４(確認のポイント) 

 ・平行線と線分の比の性質を使った、線分の長さの求め方を確認

する。 

 ５(確認のポイント) 

 ・線分の比と平行線の関係について確認する。 

６(確認のポイント) 

・中点連結定理について確認する。 

７(確認のポイント) 

・相似な図形の相似の比と面積の比の関係を確認する。 

８(確認のポイント) 

・相似な立体の相似比と表面積の比、体積の比の関係について確

認する。 

 

【振り返り】 

図形の相似について用語の意味や基本的な性質を確認しよう。 
 

 

 

・各問題の確認のポイントを押さ

えながら説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価のめやす 

図形の相似について用語の意味

や基本的な性質を確認できた。 

【知識・技能】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、三角形の重心について考えます。」 

 

指導のポイント 

・図形の相似について用語の意味や基本的な性質を確認できる。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・コンパス、定規、分度器、（青ペン） 



５７ 

題 材 名  「図形と相似」（第１４／全１５時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎図形の相似について用語や基本的な性質を理解する。 

②思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢 図形の相似について基本的な性質を用いて、問題を解こうとする。 

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 56 相似の利用（ 14 ／１5） 

１．「教科書ｐ１５６，１５７の章末問題をやろう。」 

１ （１） １：３ 

（２） １５ｃｍ 

２  △ＡＢＣ∽△ＡＥＤ 

２組の角が、それぞれ等しい。 

３ 

４（１）△ＡＢＣで、ＰＱ∥ＢＣだから、 

ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣ 

     ６：３＝４：ｘ    ｘ＝２（ｃｍ） 

    ＡＰ：ＡＢ＝ＰＱ：ＢＣ 

     ６：（６＋３）＝５：ｙ  ｙ＝７.５（ｃｍ） 

 （２）直線ｐ、ｑ、ｒ、ｓは平行だから、 

     ９：２７＝ｘ：３６  ｘ＝１２（ｃｍ） 

    また、２７：ｙ＝３６：２４  ｙ＝１８（ｃｍ） 

 

 

 

 

５ ＢＤ：ＤＣ＝７.５：６＝５：４ ･･･① 

  ＡＥ：ＥＣ＝５：４       ･･･② 

  ＡＦ：ＦＢ＝６：５       ･･･③ 

① 、②、③から 

ＢＤ：ＤＣ＝ＡＥ：ＥＣ＝５：４ だから、 ＥＤ∥Ａ

Ｂ 

  したがって、△ＡＢＣの辺に平行な線分は、線分ＤＥ 

 

６ 中点連結定理より、ＭＮ＝
1
2
ＢＣ だから、 

   ＭＮ＝
１

２
×８＝４（ｃｍ） 

  平行線の同位角は等しいので、 

   ＭＮ∥ＢＣから、 ∠ＡＭＮ＝∠Ｂ＝７０° 

 

７ ＦとＧの相似比は、３：１ だから、 

その面積比は、３２：１２ となる。 

  Ｇの面積を、ｘｃｍ２とすると、 

   １４４：ｘ＝３２：１２  ｘ＝１６  １６ｃｍ２ 

 

８ （１）５２：３２＝２５：９ 

 （２）５３：３３＝１２５：２７ 

（３）Ｆの体積をｘｃｍ３とすると、 

    ｘ：８１＝１２５：２７ 

     ｘ＝３７５   ３７５ｃｍ３ 

 

 

【めあて】 

図形の相似について用語の意味や基本的な性質を

確認しよう。 

【証明】 

△ＡＢＣと△ＥＤＣで、 

ＡＣ：ＥＣ＝ ２ ： １  

ＢＣ：ＤＣ＝３：１.５＝ ２ ： １  

よって、ＡＣ：ＥＣ＝ＢＣ：ＤＣ･･･① 

対頂角  は等しいから、∠ＡＢＣ＝ ∠ＥＣＤ ･･･② 

①、②から、２組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいので、 

△ＡＢＣ∽△ＥＤＣ 



５８ 

題 材 名  「図形と相似」（第１５時／全１５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能  

②思考・判断・表現力 三角形の中線の性質から、三角形の重心の性質を導くことができ

る。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎三角形の中線の性質から、三角形の重心の性質を導こうとする。 

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

10 

 

 

 

15 

20 

 

 

25 

 

 

30 

 

40 

 

 

 

45 

【めあて】 

相似な図形の性質を利用して、三角形の重心について考えよう。 

１. 「けいたさんは、三角形の厚紙を使ってコマを作りたいと考え

ています。三角形のどこに軸をつけたらよいか考えてみましょ

う。」 

 ・生徒の考えを発表させ、多様な発想を共有する。 

２．中線について確認する。 

３．「右の三角形に残りの中線を書き入れましょう。」 

  

 

４．「３つの中線が１つの点で交わることを、下の   をうめて、

証明してみましょう。」 

 

５．三角形の重心について確認する。 

 

６．「三角形の重心が、中線のどの位置にあるか、下の証明の   を

うめて証明してみよう。」 

 

７．三角形の重心の性質について確認する。 

【振り返り】 

相似な図形の性質を利用して、三角形の重心について考えるこ

とができた。 
 

 

 

・生徒の自由な発想を促し、興味関

心を高めたい。 

 

 

・辺の中点は、垂直二等分線によっ

て見つけられることを確認する。 

・中線を書く段階で、中線が１点で

交わることに気づかせたい。 

・中点連結定理、平行四辺形の性質

について確認する。  

 

 

 

・中点連結定理、平行四辺形の性質

について確認する。 

 

評価のめやす 

◎三角形の中線の性質から、三

角形の重心の性質を導こうとし

た。 

【主体的に取り組む姿勢】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、三角形の重心について考えます。」 

 

指導のポイント 

・相似な図形の性質を利用して、三角形の重心について考えさせる。 

数学的活動のポイント 

・中点連結定理や平行四辺形の性質を活用して、三角形の重心の性質を導こうとする。 

用意するもの 

・コンパス、定規、分度器、（青ペン） 



５８ 

題 材 名  「図形と相似」（第１５／全１５時間） 

目   標   

①知識・技能  

②思考・判断・表現力 三角形の中線の性質から、三角形の重心の性質を導くことができ

る 

③主体的に取り組む姿勢 ◎三角形の中線の性質から、三角形の重心の性質を導こうとする。 

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 57 三角形の重心（ 15 ／１5） 

１．「けいたさんは、三角形の厚紙を使ってコマを作りたいと

考えています。三角形のどこに軸をつけたらよいか 

考えてみましょう。」 

  

 

 

 

 

２．三角形の頂点と、それに対する 

辺の中点とを結ぶ線分を、 

 中線 といいます。 

３．「右の三角形に残りの中線を書き入れましょう。」 

 ・２の図に書き入れます。 

 

４．「３つの中線が１つの点で交わることを、下の   を 

うめて、証明してみましょう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．三角形の３つの中線は１つの点で交わり、その点を重心  

といいます。 

 

６．「三角形の重心が、中線のどの位置にあるか、下の証明の   を 

うめて証明してみよう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【めあて】 

相似な図形の性質を利用して、三角形の重心について

考えよう。 

【軸の位置とその理由】 

例）・三点Ａ、Ｂ、Ｃから等しい距離にあ

る点（外接円の中心） 

・三辺から等しい距離にある点 

（内接円の中心） 

・頂点と対辺の中点を結んだ線の交点

（重心）  など 

中線 

【証明】 

△ＡＢＰで、点ＮはＡＢの中点、点ＧはＡＰの中点だから、 

中点連結定理   より、ＮＧ∥ＢＰ、ＮＧ＝ 
１

２
 ＢＰ ･･･① 

また、△ＡＣＰで、点ＭはＡＣの中点、点ＧはＡＰの中点だから、 

中点連結定理   より、ＭＧ∥ＣＰ、ＭＧ＝ 
１

２
 ＣＰ ･･･② 

①、②から、ＧＣ∥ＢＰ、ＧＢ∥ＣＰだから、 

四角形ＢＰＣＧは 平行四辺形  である。 

平行四辺形の対角線は、それぞれの中点で交わるので、 

半直線ＡＧは、ＢＣの中点を通る。 

したがって、三角形の３つの中線は、１つの点で交わる。 



 

 

 

７． 

 

 

【証明】 

４の証明より、Ｇ＝ 
１

２
 ＢＰ 

また、四角形ＢＰＣＧが、 平行四辺形  であることから、 

ＢＰ＝ ＧＣ  

したがって、ＮＧ＝ 
１

２
 ＧＣ 

よって、点Ｇは、中線ＣＮを ２ ：１に分ける点である。 

平行四辺形の対角線は、それぞれの中点で交わるので、 

半直線ＡＧは、ＢＣの中点を通る。 

したがって、三角形の３つの中線は、１つの点で交わる。 

また、中線ＡＬについて、 

Ｇは線分ＡＰの中点だから、ＡＧ＝ ＧＰ ･･･① 

四角形ＢＰＣＧは  平行四辺形  だから、その対角線は、そ

れぞれの中点で交わるので、ＧＬ＝ ＬＰ ･･･② 

①、②から、ＧＬ＝ 
１

２
 ＧＰ＝ 

１

２
 ＡＧ 

したがって、ＡＧ：ＧＬ＝ ２ ： １  

つまり、点Ｇは、中線ＡＬを２：１に分ける点である。 

三角形の重心 

三角形の３つの中線は１点で交わり、 

この点を三角形の重心という。 

また、この点は、３つの中線を、 

それぞれ、２：１に分ける点である。 



５９ 

題 材 名  「円周角と中心角」（第１時／全９時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能  

②思考・判断・表現力 円周角と中心角の関係や、同じ弧に対する円周角の性質を見いだ

すことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎円周角と中心角の関係や性質を見いだそうとしている。 

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

10 

 

 

 

 

 

20 

 

25 

 

 

 

30 

 

 

45 

【めあて】 

円周角と中心角の関係や性質を見つけだそう。 

１. 「下の円Ｏで、Ａ͡Ｂ を決めて、Ａ͡Ｂを除いた円周上に点Ｐ

をとり、∠ＡＰＢ作ります。点Ｐの位置をいろいろ変えたとき、

∠ＡＰＢの大きさを比較してみよう。」 

 ・生徒の予想を発表させ、共有する。 

 

２．円周角について確認する。 

 

３．「１でつくった∠ＡＰＢの中心角∠ＡＯＢをつくり、∠ＡＰＢと

∠ＡＯＢの大きさを測り、円周角と中心角の大きさを比較してみ

よう。」 

 

４．「右の図（ア）で、円周角∠ＡＰＢは中心角∠ＡＯＢの１／２に

なっていることを証明してみよう。」 

 

【振り返り】 

円周角と中心角の関係や性質を見つけだそうとした。 
 

 

 

・生徒の自由な発想を促し、興味関

心を高めたい。 

 

 

 

 

 

 

・１の図に中心角を書き込むよう

助言する。 

・生徒の予想を尊重しつつも、論理

的な表現になるよう助言する。 

 

 

評価のめやす 

◎円周角と中心角の関係や性質

を見いだそうとしていた。 

【主体的に取り組む姿勢】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、本時の（ア）の場面以外の（イ）（ウ）の円周角

と中心角の関係について証明します。」 

 

指導のポイント 

・円周角と中心角の関係や、同じ弧に対する円周角の性質を見いだすことができる。 

数学的活動のポイント 

・円周角と中心角の関係や性質を見いだそうとしている。 

用意するもの 

・定規、分度器 

 



５９ 

題 材 名  「円周角と中心角」（第１／全９時間） 

目   標   

①知識・技能  

②思考・判断・表現力 円周角と中心角の関係や、同じ弧に対する円周角の性質を見いだ

すことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎円周角と中心角の関係や性質を見いだそうとしている。 

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 58 円周角と中心角（ 1 ／９） 

１．「下の円Ｏで、Ａ͡Ｂ を決めて、Ａ͡Ｂを除いた円周上

に点Ｐをとり、∠ＡＰＢ作ります。点Ｐの位置をいろい

ろ変えたとき、∠ＡＰＢの大きさを比較してみよう。」 

 

２．右の図の円Ｏで、 Ａ͡Ｂを除いた

円周上に、点Ｐをとるとき、∠ＡＰ

ＢをＡ͡Ｂに対する 円周角 と

いいます。 

 

３．「１でつくった∠ＡＰＢの中心角∠ＡＯＢをつくり、 

∠ＡＰＢと∠ＡＯＢの大きさを測り、円周角と中心角の 

大きさを比較してみよう。」 

 

４．「右の図（ア）で、円周角∠ＡＰＢは 

中心角∠ＡＯＢの１／２になって 

いることを証明してみよう。」 

 

 

【めあて】 

円周角と中心角の関係や性質を見つけだそう。 

【∠ＡＰＢの大きさから予想できること】 

例）・どの角度も同じ。 

 ・円周上のどこにＰをとっても、 

角度は同じになる。 など 

【∠ＡＰＢと∠ＡＯＢの大きさの関係からから予想できること】 

例）・∠ＡＯＢは、∠ＡＰＢの２倍になっている。 

  ・中心角は円周角の２倍になっている。  など 

 １の図に中心角を書き加えるよう助言します。 

【証明】 

△ＯＰＡで、ＯＰ＝ＯＡから、二等辺三角形の底角は等しいので、

∠ＯＰＡ＝∠ＯＡＰ ･･･① 

また、三角形の内角・外角の性質から、 

 ∠ＡＯＢ＝∠ＯＰＡ＋∠ＯＡＰ ･･･② 

①、②から、∠ＡＯＢ＝２∠ＯＰＡ 

したがって、∠ＡＰＢ＝
1
2
∠ＡＯＢ 



６０ 

題 材 名  「円周角と中心角」（第２時／全９時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎円周角と中心角の関係を用いて、角の大きさを求めることがで

きる。 

②思考・判断・表現力 円周角と中心角の関係の証明を読み、どのような図形の性質が用

いられているのかについて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

10 

 

 

 

20 

 

 

25 

30 

 

35 

 

 

 

40 

 

 

45 

【めあて】 

円周角と中心角の関係を用いて、角の大きさを求めよう。 

１. 「右の図（イ）で、円周角∠ＡＰＢは中心角∠ＡＯＢの１／２ 

 になっていることを証明してみよう。」 

  ・前時に学習した（ア）の証明が利用できることを助言する。 

 

２．下の図（ウ）の場合も、∠ＡＰＢ＝
1
2
∠ＡＯＢが成り立ちます。 

 ・（ウ）の場合に関しては、証明せずに確認のみとする。 

 

３．円周角の定理を確認する。 

４．「教科書ｐ１６４の問１をやってみよう。」 

 

５．「右の図の円Ｏで、ＡＢが直径であるとき、円周角∠ＡＰＢは 

何度になるでしょうか。」 

・生徒の予想とその理由を考えさせ、発表させる。 

 

６．円周角の定理の特別な場合（半円の弧に対する円周角）を確認

する。 

 

７．「教科書ｐ１６５の問２をやってみよう。」 

【振り返り】 

円周角と中心角の関係を用いて、角の大きさを求めることがで

きた。 
 

 

・補助線ＰＫを引くことは難しい

ので、早めに補助線を引き、その後

の証明に取り組ませたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価のめやす 

◎円周角と中心角の関係を用い

て、角の大きさを求める。 

【知識・技能】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、弧の長さと円周角の関係について学びます。」 

 

指導のポイント 

・円周角と中心角の関係を用いて、角の大きさを求めることができる。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・定規、分度器 



６０ 

題 材 名  「円周角と中心角」（第１／全９時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎円周角と中心角の関係を用いて、角の大きさを求めることがで

きる 

②思考・判断・表現力 円周角と中心角の関係の証明を読み、どのような図形の性質が用

いられているのかについて考察し表現することができる 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 59 円周角と中心角（ ２ ／９） 

１．「右の図（イ）で、円周角∠ＡＰＢは 

中心角∠ＡＯＢの１／２になっている   

ことを証明してみよう。」 

 

 

 

 

 

 

２．下の図（ウ）の場合も、∠ＡＰＢ＝
1
2
∠ＡＯＢが 

成り立ちます。 

 

 

 

 

 

３． 

 

 

 

 

 

４．「教科書ｐ１６４の問１をやってみよう。」 

（１）∠ｘ＝３８°   （２）∠ｘ＝１１０° 

（３）∠ｘ＝１００°  （４）∠ｘ＝４０° 

（５）∠ｘ＝９５°   （６）∠ｘ＝１１０° 

 

５．「右の図の円Ｏで、ＡＢが直径であると   

き、円周角∠ＡＰＢは何度になるでしょ  

うか。」 

６．円周角の定理の特別な場合として、次のことがいえます。 

 

 

 

 

７．「教科書ｐ１６５の問２をやってみよう。」 

（１）∠ｘ＝３６° 

（２）∠ｘ＝６５° 

 

 

【めあて】 

円周角と中心角の関係を用いて、 

角の大きさを求めよう。 

 
ワ－クシ－トの図に補助線等を書き加えて説明

します。 

【証明】 

点Ｐ、Ｏを通る直線ＰＫをひく。 

∠ＡＰＫ＝
1
2
∠ＡＯＫ、∠ＢＰＫ＝

1
2
∠ＢＯＫ  

よって、∠ＡＰＢ＝∠ＡＰＫ＋∠ＢＰＫ 

        ＝
1
2
（ＡＯＫ＋∠ＢＯＫ） 

∠ＡＯＢ＝∠ＡＯＫ＋∠ＢＯＫ だから、 

 ∠ＡＰＢ＝
1
2
∠ＡＯＢ 

【角度の予想とその理由】 

例）・中心角が１８０°だから、円周角はその半分の 

９０°になる。 など 

半円の弧に対する円周角は、直角である。 

円周角の定理 

１ １つの弧に対する円周角の大きさは、 

その弧に対する中心角の半分である。 

２ 同じ弧に対する円周角の大きさは等しい。 



６１ 

題 材 名  「円周角と中心角」（第３時／全９時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎同じ弧に対する円周角の関係を用いて、角の大きさを求めるこ

とができる。 

②思考・判断・表現力 同じ弧に対する円周角の性質を見いだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 

 

 

30 

 

45 

【めあて】 

同じ弧に対する円周角の関係を用いて、角の大きさを求めよう。 

１．「右の図で、ＡＢ
⌒

＝ＣＤ
⌒

のとき、∠ＣＯＤ、∠ＡＰＢ、∠ＣＱＤ

は、それぞれ何度になるでしょうか。」 

  ・実際の角度を測り、同じ弧に対する円周角の関係を予想させ

る。 

２．弧と円周角について確認する。 

 

３．「教科書ｐ１６６の問３をやってみよう。」 

 

４．「教科書ｐ１６６の問４をやってみよう。」 

 ・ＢＣ
⌒

の長さがＡＢ
⌒

の長さの２倍 →ＢＣ
⌒

＝２ＡＢ
⌒

 であること

を確認する。 

 

５．「教科書ｐ１６６の練習問題をやってみよう。」 

・（１）中心角によってつくられる三角形は、半径により二等辺三

角形になることを確認する。 

・（３）半円の弧に対する円周角の性質について確認する。 

 

【振り返り】 

同じ弧に対する円周角の関係を用いて、角の大きさを求めるこ

とができた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価のめやす 

◎同じ弧に対する円周角の関係

を用いて、角の大きさを求める

ことができた。 

【知識・技能】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、弧の長さと円周角の関係について学びます。」 

 

指導のポイント 

・同じ弧に対する円周角の関係を用いて、角の大きさを求めることができる。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・定規、分度器 



６１ 

題 材 名  「円周角と中心角」（第３／全９時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎同じ弧に対する円周角の関係を用いて、角の大きさを求めるこ

とができる。 

②思考・判断・表現力 同じ弧に対する円周角の性質を見いだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 60 円周角と中心角（ ３ ／９） 

１．「右の図で、ＡＢ
⌒

＝ＣＤ
⌒

のとき、 

∠ＣＯＤ、∠ＡＰＢ、∠ＣＱＤは、   

それぞれ何度になるでしょうか。」 

２． 

 

３．「教科書ｐ１６６の問３をやってみよう。」 

    ∠ｘ＝２８°、∠ｙ＝５６° 

 

４．「教科書ｐ１６６の問４をやってみよう。」 

    ∠ＢＱＣ＝６２° 

 

 

５．「教科書ｐ１６６の練習問題をやってみよう。」 

 （１）∠ｘ＝７５° 

 （２）∠ｘ＝１００° 

 （３）∠ｘ＝４０° 

 （４）∠ｘ＝６０° 

 

 

【めあて】 

同じ弧に対する円周角の関係を用いて、角の大きさを

求めよう。 

∠ＣＯＤ＝ 

∠ＡＰＢ＝ 

∠ＣＱＤ＝ 

【これらのことから、予想されること】 

例）弧の場所が違っても、弧の長さが同じならば、円周角

は同じになる。 

・中心角が等しければ円周角も等しい。 など 

弧と円周角 

１ １つの円で、等しい弧に対する円周角の大きさは等しい。 

２ １つの円で、等しい円周角に対する弧の長さは等しい。 

 
問題演習が多くなるので、既習の定理や性質を 

確認しながら進めたい。 



６２ 

題 材 名  「円周角の定理の逆」（第４時／全９時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能 円周角の定理の逆を記号を用いて表したり、その意味を読み取っ

たりすることができる。 

②思考・判断・表現力 ◎円周角の定理の逆をもとに、異なるいくつかの点が同じ円周上

にあるかどうかを確かめ表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 
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20 
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【めあて】 

円周角の定理の逆をもとに、異なるいくつかの点が同じ円周上

にあるかどうかを確かめよう。 

１．「右の図のように、三角定規を２本のピンＡ、Ｂにあてながら動

かして、先端に点をたくさんとったとき、これらの点はどんな

図形の上にあるでしょうか。」 

 

２．「１で考えた予想が正しいか、角度を測って調べてみましょう。」 

 ・実際に分度器を使って角度を測らせ、その結果から予想を立て

させる。 

３．「２の∠ＡＰＢと∠ＡＣＢの大きさの関係について、（ア）、（イ）、

（ウ）の場合に分けて考えよう。」 

 

４．円周角の定理の逆を確認する。 

５．円周角の定理の逆による２つの性質を確認する。 

 

６．「教科書ｐ１６９の問１をやってみよう。」 

 

７．「教科書ｐ１６９の練習問題をやってみよう。」 

【振り返り】 

円周角の定理の逆をもとに、異なるいくつかの点が同じ円周上

にあるかどうかを確かめ表現することができた。 
 

・本時は、活動内容が盛りだくさん

なので、学習活動に軽重をつけて指

導して下さい。 

・実際に動かさなくても、予想で考

えるよう助言する。 

 

 

 

 

 

・ア、イ、ウ全てを証明することは

困難なので、生徒の実態に応じてイ

の証明のみ、生徒に考えさせる。 

・三角形の内角と外角の大小関係

は、｢三角形の 2 つの内角の和は、

それと隣り合わない 1 つの外角に

等しい｣から確認する。 

評価のめやす 

◎円周角の定理の逆をもとに、

異なるいくつかの点が同じ円周

上にあるかどうかを確かめ表現

することができた。 

【思考・判断・表現力】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、弧の長さと円周角の関係について学びます。」 

 

指導のポイント 

・円周角の定理の逆をもとに、異なるいくつかの点が同じ円周上にあるかどうかを確かめ表現することができる。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・定規、分度器 



 

６２ 

題 材 名  「円周角の定理の逆」（第４／全９時間） 

目   標   

①知識・技能 円周角の定理の逆を記号を用いて表したり、その意味を読み取っ

たりすることができる。 

②思考・判断・表現力 ◎円周角の定理の逆をもとに、異なるいくつかの点が同じ円周上

にあるかどうかを確かめ表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 61 円周角の定理の逆（ 4 ／９） 

１．「右の図のように、三角定規を２本のピン

Ａ、Ｂにあてながら動かして、先端に点を

たくさんとったとき、これらの点はどん

な図形の上にあるでしょうか。」 

２．「１で考えた予想が正しいか、角度を測     

って調べてみましょう。」 

 

３．「２の∠ＡＰＢと∠ＡＣＢの大きさの関係について、（ア）、

（イ）、（ウ）の場合に分けて考えよう。」 

（ア）点Ｐが円周上にあるとき。 

    円周角の定理より、∠ＡＰＢ＝∠ＡＣＢ 

 

 

 

（イ） 点Ｐが円の内部にあるとき 

（右の図を参考に証明しよう。） 

 右の図で、三角形の内角と外角の大小   

関係から、∠ＡＰＢ＞∠ＡＣ’Ｂ 

円周角の定理より、∠ＡＣＢ＝∠ＡＣ’Ｂ 

 したがって、∠ＡＰＢ＞∠ＡＣＢ 

（ウ）点Ｐが円の外部にあるとき 

（右の図を参考に証明しよう。） 

   右の図で、三角形の内角と外角の大小  

関係から、∠ＡＰＢ＜∠ＡＣ’Ｂ 

   円周角の定理より、∠ＡＣＢ＝∠ＡＣ’Ｂ 

   ∠ＡＰＢ＜∠ＡＣＢ 

４． 

 

 

 

 

 

 

 

５．円周角の定理の逆からは、次の２つのこともいえます。 

 

 

 

２点Ｃ、Ｐが、直線ＡＢについて同じ側にあるとき、 

∠ＡＰＢ＝∠ＡＣＢならば、 

４点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｐは同じ円周上にある。 

∠ＡＰＢ＝９０°のとき、 

点ＰはＡＢを直径とする円周上にある。 

【予想】例）・円になる。・１つの円周上にある。  など 

【めあて】 

円周角の定理の逆をもとに、異なるいくつかの点が同

じ円周上にあるかどうかを確かめよう。 

 

大型三角定規があれば、磁石などを点Ａ，Ｂに見立てて、実演する

とよいでしょう。 

【調べたこと】 

∠Ｃ＝     ∠Ｐ（ア）＝ 

∠Ｐ（イ）＝  ∠Ｐ（ウ）＝ 

【調べたことから予想できること】 

例）・点Ｐ（ア）は、Ｃと同じ円周上にあるので角度が同じにな

る。 

 

  

円周角の定理の逆 

 円周上に３点Ａ、Ｂ、Ｃがあって、点Ｐが直線ＡＢ

について、点Ｃと同じ側にあるとき、 

 ∠ＡＰＢ＝∠ＡＣＢならば、 

点Ｐはこの円のＡＢＣ
⌒

上にある。 



 

 

 

  

 

 

 

６．「教科書ｐ１６９の問１をやってみよう。」 

  ア ∠ＢＡＣと∠ＢＤＣは等しくないので、 

４点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは同じ円周上にない。 

  イ ∠ＢＡＣ＝１８０°-(４０°+４５°+３５°)=６０° 

    ∠ＢＡＣ＝∠ＢＤＣ だから、 

４点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは同じ円周上にある。 

  ウ ∠ＢＡＣ＝∠ＢＤＣ＝９０° だから、 

４点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは同じ円周上にある。 

   よって、イ、ウ 

 

７．「教科書ｐ１６９の練習問題をやってみよう。」 

   ∠ＡＤＢ＝∠ＡＣＢ＝３３° だから、 

４点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは同じ円周上にある。 

   ＢＣ
⌒

に対する円周角だから、∠ｘ＝∠ＢＡＣ＝５４° 

   ＡＤ
⌒

に対する円周角だから、∠ｙ＝∠ＡＣＤ＝４８° 

 
 

 



６３ 

題 材 名  「円の性質の利用」（第５時／全９時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能  

②思考・判断・表現力 円周角と中心角の関係を具体的な場面で活用することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎円周角と中心角の関係について学んだことを生活や学習にいか

そうとしている。 

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 
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【めあて】 

円周角と中心角の関係について学んだことを具体的な場面で活

用してみよう。 

１．「教科書ｐ１７０の図で、会場にいる船から、海岸線にある目印

を見わたす角度をもとにして、船がどこにいるかを見つける方

法を考えよう。」 

 ・（１）から（４）の手順に沿って船の位置を見つけることを伝え

る。 

 

（１）「船の位置を示す説明から、予想される船の位置Ｐを、海峡ゆ

めタワ－をＡ、海響き館をＢ、関門海峡ミュ－ジアムをＣ、

門司港レトロ展望室をＤとし、下に作図してましょう。 

 

（２）「∠ＡＰＢ＝３０°に着目し、船の位置である点Ｐを円周角の

定理を用いて作図しよう。」 

（３）「∠ＣＰＤ＝４５°に着目し、船の位置である点Ｐを円周角の

定理を用いて作図しよう。」 

（４）「教科書ｐ１７０の地図に、（２）と（３）の作図を利用して、

船の位置点Ｐを見つけよう。」 

  ・教科書に作図し、船の位置点Ｐを見つけ出させる。 

 

【振り返り】 

円周角と中心角の関係について学んだことを具体的な場面で活

用することができた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問題文を読み取り、教科書②の図

を参考に作図するよう助言する。 

 

 

・３０°から、中心角６０°の正三

角形に着目するよう助言する。 

・４５°から、中心角９０°の直角

三角形に着目するよう助言する。 

 

 

評価のめやす 

◎円周角と中心角の関係につい

て学んだことを具体的な場面で

活用しようとした。 

【主体的に取り組む姿勢】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、円の接線の作図について学びます。」 

 

指導のポイント 

数学的活動のポイント 

・円周角と中心角の関係について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。 

用意するもの 

・定規、分度器、コンパス 



 

６３ 

題 材 名  「円の性質の利用」（第５／全９時間） 

目   標   

①知識・技能  

②思考・判断・表現力 円周角と中心角の関係を具体的な場面で活用することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎円周角と中心角の関係について学んだことを生活や学習にいか

そうとしている。 

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 62 円の性質の利用（ 5 ／９） 

１．「教科書ｐ１７０の図で、会場にいる船から、海岸線にあ

る目印を見わたす角度をもとにして、船がどこにいるかを

見つける方法を考えよう。」 

（１）「船の位置を示す説明から、予想される船の位置Ｐを、

海峡ゆめタワ－をＡ、海響き館をＢ、関門海峡ミュ－

ジアムをＣ、門司港レトロ展望室をＤとし、下に作図

してましょう。 

 

 

 

 

 

（２）「∠ＡＰＢ＝３０°に着目し、船の位置である点Ｐを 

円周角の定理を用いて作図しよう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「∠ＣＰＤ＝４５°に着目し、船の位置である点Ｐを 

円周角の定理を用いて作図しよう。」 

 

 

 

 

 

 

（４）「教科書ｐ１７０の地図に、（２）と（３）の作図を利用し

て、船の位置点Ｐを見つけよう。」 

 

 

【めあて】 

円周角と中心角の関係について学んだことを具体的

な場面で活用してみよう。 

生徒は、教科書に作図するので、机間巡視等で確認してもよいでし

ょう。 



６４ 

題 材 名  「円の性質の利用」（第６時／全９時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能 円外にある１点から円の接線をひく作図の方法を理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎円の性質を使って、円の接線を作図する方法を考察し表現する

ことができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 
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【めあて】 

円周角の定理を利用して、円の接線を作図しよう。 

１．「これまでに学んだ円の性質を使って、下の図の円外の点Ａから

円Ｏへの接線を引き、その手順をまとめましょう。」 

 ・生徒の考えで自由に作図させ、その手順も記入させる。 

 

２．「１で引いた接線の作図が正しいか、確認しましょう。」 

 ・教科書にある作図の手順①②③に沿って、丁寧に作図させる。 

 

３．「下の説明文の□にあてはまる記号や言葉をいれましょう。 

 

４．「教科書ｐ１７３の問４をやってみよう。」 

 ・ワ－クシ－トに作図させる。 

 

 

 

 

 

【振り返り】 

円周角の定理を利用して、円の接線を作図することができた。 
 

 

 

・中１で学んだ円の接線の性質、教

科書Ｐ１６９で学んだ半円の弧に

対する円周角の性質などをヒント

として与えてもよい。 

・作図を苦手とする生徒も多いの

で、丁寧に作図をするとよいでしょ

う。 

 

 

・２の作図を参考にするよう助言

する。 

 

 

評価のめやす 

◎円の性質を使って、円の接線

を作図する方法を考察し表現す

ることができた。 

【思考・判断・表現力】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、円周角の定理を利用した証明について学びま

す。」 

 

指導のポイント 

・◎円の性質を使って、円の接線を作図する方法を考察し表現させる。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・定規、分度器、コンパス 

 



 

 

６４ 

題 材 名  「円の性質の利用」（第６／全９時間） 

目   標   

①知識・技能 円外にある１点から円の接線をひく作図の方法を理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎円の性質を使って、円の接線を作図する方法を考察し表現する

ことができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 63 円の性質の利用（ 6 ／９） 

１．「これまでに学んだ円の性質を使って、下の図の円外の 

点Ａから円Ｏへの接線を引き、その手順をまとめましょう。」 

２．「１で引いた接線の作図が正しいか、確認しましょう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「下の説明文の□にあてはまる記号や言葉をいれましょう。」 

 

４．「教科書ｐ１７３の問４をやってみよう。 

（ワ－クシ－トに作図して下さい。）」 

 

 

 

 

 

 

【めあて】 

円周角の定理を利用して、円の接線を作図しよう。 

生徒の考えを数種類書きだして、多様な考え方を認め、学ぶ意欲を

高めるとよいでしょう。 

【作図の手順】 

例）・定規で接するようにひく。 

 ・線分ＡＯの垂直二等分線をひき、その中点を円の中心とし、

直径をＡＯとする円をかき、その円と円Ｏとの交点を点Ａか

らの接線の接点にしてひく。 など 

教科書Ｐ１７３の作図の手順を確認しながら、丁寧に作図を板書

します。 

接線は右図のように、ＡＰとＡＰ’の２本を引くことができます。 

また、△ＡＰＯと△ＡＰ’Ｏは、合同な 直角三角形 だから、 

  ＡＰ＝ ＡＰ’  

この線分ＡＰ、ＡＰ’の長さを、 

点Ａから円Ｏにひいた  接線の長さ といいます。 



６５ 

題 材 名  「円の性質の利用」（第７時／全９時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能 円周角の定理を用いて図形の性質を証明する方法を理解してい

る。 

②思考・判断・表現力 ◎見いだした図形の性質を円周角の定理を用いて証明することが

できる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 
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【めあて】 

円周角の定理を利用して、証明をしよう。 

１．「右の図のように、２つの弦ＡＢとＣＤが円内の点Ｐで交わると

き、△ＰＡＣ∽△ＰＤＢを証明してみよう。」 

（１）分かっていることを右の図に書き込んでみましょう。 

  ・証明の前に、仮定を明確にするために、図に書きこませる。  

（２）証明してみよう。 

 

２．「教科書Ｐ１７４の問５をやってみよう。」 

 

３．「教科書Ｐ１７４の問６をやってみよう。」 

 

※時間がある人は、教科書Ｐ１７５の数学ライブラリ－を考えてみ

よう。 

 

【振り返り】 

円周角の定理を利用して、証明することができた。 
 

 

 

 

 

 

 

・三角形の相似条件を確認する。 

 

 

 

 

・円周角の定理を確認する。 

 

評価のめやす 

◎見いだした図形の性質を円周

角の定理を用いて証明すること

ができる。 

【思考・判断・表現力】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、円の性質の章末問題を解きます。」 

 

指導のポイント 

・◎見いだした図形の性質を円周角の定理を用いて証明することができる。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・定規、分度器、コンパス 

 

 

 



 

６５ 

題 材 名  「円の性質の利用」（第７／全９時間） 

目   標   

①知識・技能 円周角の定理を用いて図形の性質を証明する方法を理解してい

る。 

②思考・判断・表現力 ◎見いだした図形の性質を円周角の定理を用いて証明することが

できる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 64 円の性質の利用（ 7 ／９） 

１．「右の図のように、２つの弦ＡＢとＣＤが円内の点Ｐで交

わるとき、△ＰＡＣ∽△ＰＤＢを証明してみよう。」 

（１）分かっていることを右の図に  

書き込んでみましょう。 

 

(２)証明してみよう。 

２．「教科書Ｐ１７４の問５を 

やってみよう。」 

 

３．「教科書Ｐ１７４の問６をやってみよう。」 

 

 

 

（１） 

（２） 

 

※時間がある人は、教科書Ｐ１７５の数学ライブラリ－を

考えてみよう。 

 

 

 

【めあて】 

円周角の定理を利用して、証明をしよう。 

時間に余裕のある生徒には、数学ライブリ－をやるように助言しす。 

【証明】 

 △ＰＡＣと△ＰＤＢで、 

 ＣＢ
⌒

に対する円周角だから、∠ＣＡＰ＝∠ＢＤＰ･･･① 

 ＡＤ
⌒

に対する円周角だから、∠ＡＣＰ＝∠ＤＢＰ･･･② 

①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、 

  △ＰＡＣ∽△ＰＤＢ 

【証明】 

 △ＡＢＥと△ＡＣＤで、 

∠Ａは共通だから、∠ＢＡＥ＝∠ＣＡＤ･･･① 

 ＥＤ
⌒

に対する円周角だから、∠ＡＢＥ＝∠ＡＣＤ･･･② 

 ①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、 

  △ＡＢＥ∽△ＡＣＤ 

【証明】 

 線分ＡＣをひく。 

 ＡＤ∥ＢＣだから、∠ＡＣＢ＝∠ＤＡＣ 

 １つの円で、等しい円周角に対する弧の長さは等しいので、 

  ＡＢ
⌒

＝ＣＤ
⌒

 

【証明】 

 ＡＢ
⌒

＝ＣＤ
⌒

だから、∠ＡＣＢ＝∠ＤＡＣ 

 よって、錯覚が等しいので、ＡＤ∥ＢＣ 

 だから、（１）の逆は成り立つ。 



６６ 

題 材 名  「円の性質・章末問題」（第８時／全９時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能 ◎円の性質を用いて角の大きさを求めたり、図形の性質を証明す

ることができる。 

②思考・判断・表現力 ◎円の性質を用いて、作図することができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

 

10 

 

20 

 

25 

 

 

35 

 

 

40 

 

 

 

 

 

 

45 

 

 

【めあて】 

円の性質を確認しながら、角度を求めたり、証明したりしよう。 

１．「教科書Ｐ１７６・１７７の章末問題をやろう。」 

 １ 下の図で、∠ｘの大きさをそれぞれ求めなさい。 

 

 ２ 下の図で、∠ｘの大きさをそれぞれ求めなさい。 

 

 ３ 次のア～ウのうち、４点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄが同じ円周上にある

ものをすべて選びなさい。 

 

 ４ 半径４ｃｍの円Ｏの中心から５ｃｍの距離にある点Ａを１つ

とり、点Ａを通る円Ｏの接戦を作図しなさい。 

 

 ５ 右の図で、ＢＤは円Ｏの直径で、ＡＤ＝ＤＣです。このとき、

△ＡＢＤ≡△ＣＢＤであることを次のように証明しました。□

にあてはまる記号や言葉を書き入れなさい。 

  

 

 

 

 

【振り返り】 

円の性質を確認しながら、角度を求めたり、証明したりできた。 
 

 

 

 

・円周角と中心角、半円の弧に対す

る円周角などを確認しながら説明

する。 

 

・円周角が等しければ、４点が同じ

円周上にあることを確認する。 

 

・垂直二等分線を利用することを

確認する。 

 

・直角三角形の合同条件を確認す

る。 

 

 

 

評価のめやす 

◎円性質を用いて角の大きさを

求めたり、図形の性質を証明す

ることができる。 

【知識･技能】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、円に内接する四角形、接線と弦のつくる角につ

いて学びます。」 

 

指導のポイント 

・円の性質を確認しながら、角度を求めたり、証明したりすることができる。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・定規、分度器、コンパス 



６６ 

題 材 名  「円の性質の利用」（第８／全９時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎円性質を用いて角の大きさを求めたり、図形の性質を証明する

ことができる。 

②思考・判断・表現力 ◎円の性質を用いて、作図することができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 65 円の性質の利用（ 8 ／９） 

１．（１）∠ｘ＝５０°   （２）∠ｘ＝６０° 

  （３）∠ｘ＝１８０°  （４）∠ｘ＝７４° 

  （５）∠ｘ＝２０°   （６）∠ｘ＝１２０° 

（７）∠ｘ＝７０°    （８）∠ｘ＝４３° 

（９）∠ｘ＝４０° 

 

２．（１）∠ｘ＝３０°   （２）∠ｘ＝１００° 

（３）∠ｘ＝６０° 

 

３．ア  ∠ＣＡＤ＝∠ＣＢＤ＝３０° だから、 

     ４点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは同じ円周上にある。 

  イ  ∠ＢＡＣと∠ＢＤＣは等しくないので、 

     ４点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは同じ円周上にない。 

  ウ  ∠ＡＢＤ＝１８０°－（４０°＋７５°＋３５°） 

＝３０° 

     ∠ＡＢＤ＝∠ＡＣＤ だから、 

     ４点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは同じ円周上にある。 

   よって、ア、ウ  

  

 

４． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 

 

【めあて】 

円の性質を確認しながら、角度を求めたり、証明

したりしよう。 

 

【証明】 

 △ＡＢＤと△ＡＢＤで、 

半円の弧に対する円周角だから、 

∠ＢＡＤ＝ ∠ＢＣＤ ＝９０°･･･① 

等しい弧に対する円周角は等しいので、 

ＡＤ
⌒

＝ＤＣ
⌒

から、∠ＡＢＤ＝ ∠ＣＢＤ  ･･･② 

共通な辺だから、ＢＤ＝ＢＤ ･･･③ 

①、②、③から、直角三角形の  斜辺と 1 つの鋭角    

 がそれぞれ等しいので、 

  △ＡＢＤ≡△ＣＢＤ 

正答率が低い問題は、黒板に図を書いて
説明してもよいでしょう。 

 



６７ 

題 材 名  「円に内接する四角形・接線と弦のつくる角」（第９時／全９時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能 円に内接する四角形の性質を用いて角度を求めることができる。 

接線と弦のつくる角の性質を用いて角度を求めることができる。 

②思考・判断・表現力 ◎円に内接する四角形の性質について、円周角の定理をもとにし

て考えることができる。 

◎接線と弦のつくる角の性質について、円周角の定理をもとにし

て考えることができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

 

10 

 

 

 

 

20 

 

25 

 

 

35 

 

40 

 

45 

 

【めあて】 

・円に内接する四角形の性質について考えよう。 

・接線と弦のつくる角の性質について考えよう。 

１．「右の図で、四角形ＡＢＣＤは円に内接しているといいます。 

このとき、∠Ｃの大きさは何度になるでしょうか。 

また、その理由も考えてみましょう。」 

 ・生徒の考えを確認したあと、円に内接する四角形の性質を確認する。 

 

２．「教科書Ｐ４７（学びをいかそう）の３をやってみましょう。」 

 

３．「右の図で、直線ＡＴは円Ｏの接線、点Ａはその接点です。 

点Ａと点Ｃを固定して、点Ｂを円周上で動かすとき、 

∠ＢＡＴとその他の角との関係について考えてみよう。」 

・生徒の考えを確認したあと、円に内接する四角形の性質を確認する。 

 

４．「教科書Ｐ４８（学びをいかそう）の３をやってみましょう。」 

 

【振り返り】 

・円に内接する四角形の性質について考えることができた。 

・接線と弦のつくる角の性質について考えることができた。 
 

 

 

 

・生徒の自由な発想を促します。 

 

 

 

 

 

 

・生徒の自由な発想を促します。 

 

評価のめやす 

◎円に内接する四角形の性質に

ついて、円周角の定理をもとに

して考えることができる。 

◎接線と弦のつくる角の性質に

ついて、円周角の定理をもとに

して考えることができる。 

【思考・判断･表現】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、三平方の定理について学びます。」 

 

指導のポイント 

・円に内接する四角形の性質や接線と弦のつくる角について、円の性質をもとに考えさせる。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・定規、分度器、コンパス 



６７ 

題 材 名  「円に内接する四角形・接線と弦のつくる角」（第９／全９時間） 

目   標   

①知識・技能 円に内接する四角形の性質を用いて角度を求めることができる。 

接線と弦のつくる角の性質を用いて角度を求めることができる。 

②思考・判断・表現力 ◎円に内接する四角形の性質について、円周角の定理をもとにし

て考えることができる。 

◎接線と弦のつくる角の性質について、円周角の定理をもとにし

て考えることができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 66  円に内接する四角形・接線と弦のつくる角

（ 9 ／９） 

１．「右の図で、四角形ＡＢＣＤは円に内接

しているといいます。 

このとき、∠Ｃの大きさは何度になる

でしょうか。 

また、その理由も考えてみましょう。」 

２．「教科書Ｐ４７（学びをいかそう）の３をやってみ

ましょう。」 

   ∠ｘ＝５０°、∠ｙ＝３０° 

 

 

３．「右の図で、直線ＡＴは円Ｏの接線、

点Ａはその接点です。 

点Ａと点Ｃを固定して、点Ｂを 

円周上で動かすとき、 

∠ＢＡＴとその他の角との関係に  

ついて考えてみよう。」 

 

 

 

 

 

４．「教科書Ｐ４８（学びをいかそう）の３をやってみましょう。」 

（１）∠ＢＡＴ＝１１１° 

 

（２）∠ｘ＝１８０°－（２７°＋１１１°）＝４２° 

 

 

 

 

 

 

 

【めあて】 

・円に内接する四角形の性質について考えよう。 

・接線と弦のつくる角の性質について考えよう。 

時間があるようであれば、接線と弦のつくる角の

［鋭角の場合］を証明してもよいでしょう。 
 

∠Ｃ＝  ７０°    

【その理由】 

例）∠ｘ＝２２０°より、∠ｘ＝１４０° 

  円周角の定理より、∠Ｃ＝７０° など 

円に内接する四角形の性質 

① 向かいあう内角の和は、１８０°になる。 

② １つの内角は、それに向かいあう内角と 

  となりあう外角に等しい。 

【予想】 

例）・∠ＢＡＴは大きくなっていく。 

  ・∠ＢＡＴと∠Ｃは常に等しい。 など 

接線と弦のつくる角の性質 

円の弦とその一端を通る接線のつくる角は、 

その角内にある弧に対する円周角に等しい。 

 



６８ 

題 材 名  「三平方の定理」（第１時／全８時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能  

②思考・判断・表現力 直角三角形の３辺の長さの間に成り立つ関係に着目し、三平方の

定理を見いだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎直角三角形の３辺の長さの間に成り立つ関係を見いだしたり、

その証明にどのような図形の性質が用いられているのかを考えた

りしようとしている。 

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

 

 

 

10 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 

 

35 

 

 

45 

 

【めあて】 

直角三角形の３辺の長さの間に成り立つ関係をみつけ、三平方

の定理を導こう。 

１．「教科書Ｐ１８０・Ｐ１８１のピタゴラスの発見について考えて

みよう。」 

 ①（教科書Ｐ１８０）「教科書のような模様を見て、ピタゴラスは

どのような発見をしたでしょうか。」 

 

 ②（教科書Ｐ１８０）「教科書Ｐ１８１の図で、次のようにしてピ

タゴラスの発見をさぐってみましょう。」 

 ・教科書Ｐ１８０の図に直接書き入れるよう助言します。 

２．「（ア）～（ウ）の図で、Ｐ、Ｑ、Ｒの間にはどのような関係があ

るか考えてみよう。」 

３．「１で、Ｐ＋Ｑ＝Ｒ が成り立つことが予想されます。このこと

を、右の図を使って証明したとき、□にあてはまる数や記号を

入れてみましょう。」 

 ・証明できたら、三平方の定理を板書して確認します。 

 

【振り返り】 

直角三角形の３辺の長さの間に成り立つ関係をみつけ、三平方

の定理を導くことができた。 
 

 

 

 

 

 

・生徒の自由な発想を促します。 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価のめやす 

◎直角三角形の３辺の長さの間

に成り立つ関係を見いだした

り、その証明にどのような図形

の性質が用いられているのかを

考えたりしようとしている 

【主体的に取り組む姿勢】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、三平方の定理を利用して辺の長さを求めます。」 

 

指導のポイント 

・直角三角形の３辺の長さの間に成り立つ関係を見いだしたり、その証明にどのような図形の性質が用いられて 

いるのかを考えたりしようとさせる。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・定規 

(1) 図（ア）、（イ）について、３つの正方形の面積Ｐ、Ｑ、Ｒを求めて、表に書

き入れましょ 

(2) 図（ウ）の直角三角形の３辺を、それぞれ１辺とする正方形をかき、３つの

正方形の面積を求めて、表に書き入れましょう。このとき、斜辺を１辺とす

る正方形の面積をＲとします。 



６８ 

題 材 名  「三平方の定理」（第１／全８時間） 

目   標   

①知識・技能  

② 思考・判断・表現力 直角三角形の３辺の長さの間に成り立つ関係に着目し、三平方の

定理を見いだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎直角三角形の３辺の長さの間に成り立つ関係を見いだしたり、

その証明にどのような図形の性質が用いられているのかを考えた

りしようとしている。 

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 67 三平方の定理（ １ ／９） 

１．「教科書Ｐ１８０・Ｐ１８１のピタゴラスの発見について

考えてみよう。」 

 ①（教科書Ｐ１８０）「教科書のような模様を見て、ピタゴ

ラスはどのような発見をしたでしょうか。」 

②（教科書Ｐ１８０）「教科書Ｐ１８１の図で、次のようにし

てピタゴラスの発見をさぐってみましょう。」 

 

２．「（ア）～（ウ）の図で、Ｐ、Ｑ、Ｒの間にはどのような関係

があるか考えてみよう。」 

３．「１で、Ｐ＋Ｑ＝Ｒ が成り立つことが

予想されます。このことを、右の図を

使って証明したとき、□にあてはまる

数や記号を入れてみましょう。」 

 

 

※三平方の定理は、 ピタゴラスの定理  ともいわれて

います。 

 

【めあて】 

直角三角形の３辺の長さの間に成り立つ関係を

みつけ、三平方の定理を導こう。 

(ｳ)の図のみ、方眼黒板などに 

作図してもよいでしょう。 
 

(3) 図（ア）、（イ）について、３つの正方形の面積Ｐ、Ｑ、Ｒを

求めて、表に書き入れましょう。 

(4) 図（ウ）の直角三角形の３辺を、それぞれ１辺とする正方形

をかき、３つの正方形の面積を求めて、表に書き入れまし

ょう。このとき、斜辺を１辺とする正方形の面積をＲとし

ます。 

【予想されるＰ、Ｑ、Ｒの関係】 

 例）・Ｐ＋Ｑ＝Ｒ になる。 

  ・Ｐの面積とＱの面積を足すと、Ｒの面積と等しくなる。など 

【証明】 

 ＢＣ＝ａ、ＣＡ＝ｂとしたとき、 

 面積Ｒは、正方形ＥＦＣＤ－ △ＡＢＣ ×４ 

として求められるので、 

Ｒ＝（ａ＋ｂ）２－ 
1
2
 ａｂ ×４  

＝ａ２＋２ａｂ＋ｂ２－２ａｂ 

＝ ａ２＋ｂ２  

Ｐ＝ ａ２ ，Ｑ＝ ｂ２ だから、 

 Ｐ＋Ｑ＝Ｒ が成り立つ。 

 

三平方の定理 

 直角三角形の直角をはさむ２辺の長さをａ、ｂ、 

斜辺の長さをｃとすると、次の関係が成り立つ。 

   ａ２＋ｂ２＝ｃ２ 



６９ 

題 材 名  「三平方の定理」（第２時／全８時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能 ◎三平方の定理を用いて、直角三角形の辺の長さなどを求めるこ

とができる。 

②思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

05 

 

15 

 

20 

 

35 

 

40 

 

 

45 

 

【めあて】 

三平方の定理を用いて、直角三角形の辺の長さを求めよう。 

１．「教科書Ｐ１８４の例１をやってみよう。」 

 

２．「教科書Ｐ１８４の問１をやってみよう。」 

 

３．「教科書Ｐ１８４の例２をやってみよう。」 

 

４．「教科書Ｐ１８４の問２をやってみよう。」 

 

５．「教科書Ｐ２２５もっと練習しよう ７章① をやってみよう。」 

 

 

【振り返り】 

三平方の定理を用いて、直角三角形の辺の長さを求めることが

できた。 
 

 

 

・二次方程式には、解が２つあるこ

とをおさえた上で、ｘ＞０によっ

て 1つになることを確認する。 

 

・直角を挟む２辺の２乗を加える

ことを確認する。 

予想される誤答 

４２＋６２＝ｘ２ 

・時間があれば、教科書Ｐ２２５の

もっと練習しようにも取り組ませ

る。 

 

評価のめやす 

◎三平方の定理を用いて、直角

三角形の辺の長さなどを求める

ことができる。 

【知識･技能】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、三平方の定理の逆について学びます。」 

 

指導のポイント 

・三平方の定理を用いて、直角三角形の辺の長さなどを求めることができる。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・定規 

 

 



６９ 

題 材 名  「三平方の定理」（第２／全８時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎三平方の定理を用いて、直角三角形の辺の長さなどを求めるこ

とができる。 

② 思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 69 三平方の定理（ 2 ／９） 

１．「教科書Ｐ１８４の例１をやってみよう。」 

 求める辺の長さをｘｃｍとすると、 

   ８２＋６２＝ｘ２ 

    ｘ２＝１００ 

    ｘ＞０だから、 ｘ＝１０          

１０ｃｍ 

 

２．「教科書Ｐ１８４の問１をやってみよう。」 

（１）求める辺の長さをｘｃｍとすると、 

   １０２＋５２＝ｘ２ 

    ｘ２＝１２５ 

    ｘ＞０だから、 ｘ＝5√5      5√5ｃｍ 

                      

（２）√5２＋√11２＝ｘ２ 

    ｘ２＝１６ 

    ｘ＞０だから、 ｘ＝４      ４ｃｍ 

 

３．「教科書Ｐ１８４の例２をやってみよう。」 

求める辺の長さをｘｃｍとすると、 

   ４２＋ｘ２＝６２ 

    ｘ２＝２０ 

    ｘ＞０だから、 ｘ＝2√5   

 2√5ｃｍ 

 

４．「教科書Ｐ１８４の問２をやってみよう。」 

（１）求める辺の長さをｘｃｍとすると、 

   １２２＋ｘ２＝１３２ 

    ｘ２＝２５ 

    ｘ＞０だから、 ｘ＝５      ５ｃｍ 

 

（２）３２＋ｘ２＝√13２ 

    ｘ２＝４ 

    ｘ＞０だから、 ｘ＝２      ２ｃｍ 

 

５．「教科書Ｐ２２５もっと練習しよう ７章① をやってみよ

う。」 

（１） 

求める辺の長さをｘｃｍとすると、 

   ２４２＋７２＝ｘ２ 

    ｘ２＝６２５ 

   ｘ＞０だから、ｘ＝２５      ２５ｃｍ 

（２） 

求める辺の長さをｘｃｍとすると、 

   √7２＋ｘ２＝√14２ 

    ｘ２＝７ 

   ｘ＞０だから、ｘ＝√7      √7ｃｍ 

 

 

 

 

 

 

【めあて】 

三平方の定理を用いて、直角三角形の辺の長

さを求めよう 

時間があれば、５のもっと練習しよう

に取り組んで下さい。 
 



７０ 

題 材 名  「三平方の定理の逆」（第３時／全８時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能 ◎三平方の定理の逆を用いて、ある三角形が直角三角形であるか

どうかを見分けることができる。 

②思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

05 

 

15 

 

20 

 

35 

 

40 

 

 

45 

 

【めあて】 

三平方の定理の逆について考えよう。 

１．「３辺の長さが次のような△ＡＢＣを、ワ－クシ－トに書いてみ

ましょう。」 

（１）３ｃｍ、４ｃｍ、５ｃｍ 

（２）５ｃｍ、１２ｃｍ、１３ｃｍ 

２．「上の(1)、（２）の２つの三角形は、それぞれどんな三角形でし

ょうか。」 

３．「△ＡＢＣの３辺の長さが、それぞれａ、ｂ、ｃの間に  

ａ２＋ｂ２＝ｃ２ の関係が成り立つとき、△ＡＢＣが、直角三角形

になることを、△ＡＢＣ≡△ＤＥＦを用いて下のように証明した。 

しかくにあてはまる記号や言葉をいれましょう。」 

４．「右の図のような、３辺の長さが８ｃｍ、１５ｃｍ、１７ｃｍで

ある三角形は直角三角形であるか、証明してみよう。 

（教科書Ｐ１８６の例３）」 

５．「教科書Ｐ１８６の問４をやってみよう。」 

 ・直角三角形になるものを答える問題だが、一つ一つを三平方の

定理にあてはめて考えさせる。 

 

【振り返り】 

三平方の定理の逆について考えることができた。 
 

 

 

・（１）（２）ともに、ＢＣの長さを

とり、その後にコンパスで作図する

よう助言する。 

 

 

 

・ａ２＋ｂ２＝ｃ２が成り立つ△ＡＢ

Ｃと直角三角形の△ＤＥＦの合同に

よって証明できることを助言する。 

 

・最も長い辺が斜辺になることを

確認する。 

 

 

評価のめやす 

◎三平方の定理の逆を用いて、あ

る三角形が直角三角形であるか

どうかを見分けることができる。 

【知識･技能】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、三平方の定理の利用について学びます。」 

 

指導のポイント 

・三平方の定理の逆を用いて、ある三角形が直角三角形であるかどうかを見分けることができるようにする。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・定規、コンパス 

 



７０ 

題 材 名  「三平方の定理の逆」（第３／全８時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎三平方の定理の逆を用いて、ある三角形が直角三角形であるか

どうかを見分けることができる。 

② 思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 69 三平方の定理の逆（ ３ ／９） 

１．「３辺の長さが次のような△ＡＢＣを、ワ－クシ－トに 

書いてみましょう。」 

（１）３ｃｍ、４ｃｍ、５ｃｍ 

 

  

（２）５ｃｍ、１２ｃｍ、１３ｃｍ 

 

 

 

 

２．「上の(1)、（２）の２つの三角形は、それぞれどんな 

三角形でしょうか。」 

３．「△ＡＢＣの３辺の長さが、それぞれａ、ｂ、ｃの間に  

ａ２＋ｂ２＝ｃ２ の関係が成り立つとき、 

△ＡＢＣが、直角三角形になることを、 

△ＡＢＣ≡△ＤＥＦを用いて下のように証明した。 

しかくにあてはまる記号や言葉をいれましょう。」 

 

 

 

４．「右の図のような、３辺の長さが８ｃｍ、１５ｃｍ、１７ｃｍである 

三角形は直角三角形であるか、証明してみよう。   

（教科書Ｐ１８６の例３）」 

 

 

５．「教科書Ｐ１８６の問４をやってみよう。」 

 （１）５２＋６２＝２５＋３６＝６１ 

    ７２＝４９  直角三角形ではない 

 （２）７２＋２４２＝４９＋５７６＝６２５ 

    ２５２＝６２５ 直角三角形である 

 （３）０.７２＋１.０２＝０.４９＋１＝１.４９ 

    １.２２＝１.４４ 直角三角形ではない 

 （４）√2２＋√3２＝２＋３＝５ 

    √5２＝５   直角三角形である    

 よって、（イ）と（エ） 

 

  

 

【めあて】 

三平方の定理の逆について考えよう。 

【証明】 

 ＤＥ２＝ａ２＋ｂ２＝ｃ２  よって、ＤＥ＝ｃ 

△ＡＢＣと△ＤＥＦで、ＡＢ＝ＤＥ、ＢＣ＝ＥＦ、

ＣＡ＝ＦＤから、 

 ３組の辺が、それぞれ等しいので、 

△ＡＢＣ≡△ＤＥＦ 

 よって、∠Ｃ＝∠Ｆとなり、∠Ｃ＝９０° 

したがって、△ＡＢＣは直角三角形である。 

三平方の定理の逆 

 △ＡＢＣで、 

ＢＣ＝ａ、ＣＡ＝ｂ、ＡＢ＝ｃ とするとき、 

 ａ２＋ｂ２＝ｃ２ ならば ∠Ｃ＝９０° 

【証明】 

 この三角形の３辺のうち、もっとも長い１７ｃｍの辺をｃとし、 

８ｃｍ、１５ｃｍの辺をそれぞれａ、ｂとする。 

 このとき、ａ２＋ｂ２＝８２＋１５２＝２８９ 

      ｃ２＝１７２＝２８９ 

  ａ２＋ｂ２＝ｃ２ という関係が成り立つので、 

 この三角形は、直角三角形である。 



７１ 

題 材 名  「三平方の定理の利用」（第４時／全８時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能 ◎平面における線分の長さや面積などを求めることができる。 

②思考・判断・表現力 平面における線分の長さや面積などを求める方法を考察し表現す

ることができる。 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

 

10 

 

 

 

20 

 

25 

 

 

35 

 

40 

 

45 

【めあて】 

三平方の定理を利用して、平面における線分の長さや面積を

求めることができる。 

１．「１辺の長さが１０ｃｍの正三角形ＡＢＣの高さと面積を求めて

みよう。」 

 ・ふりかえりで、二等辺三角形の性質について確認する。 

 

２．「教科書Ｐ１９１の問３をやってみよう。」 

 

３．三角定規の３辺の長さの割合「□の中に当てはまる数を入れま

しょう。」 

 

４．「教科書Ｐ１９２の例１をやってみよう。」 

 

５．「教科書Ｐ１９２の問４をやってみよう。」 

 

【振り返り】 

三平方の定理を利用して、平面における線分の長さや面積を求

めることができた。 
 

 

 

 

・正三角形ＡＢＣを黒板にかき、垂

線ＡＨをおろして、丁寧に説明す

る。 

 

 

 

・特に１：２：√3 は、対応する辺

を間違えやすいので、比が２と最長

の辺が斜辺であることを確認する。 
 

 

 

評価のめやす 

◎平面における線分の長さや面

積などを求めることができる。 

【知識･技能】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、三平方の定理の利用について学びます。」 

 

指導のポイント 

・三平面における線分の長さや面積などを求めることができるようにする。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・定規、コンパス 

 

 



７１ 

題 材 名  「三平方の定理の利用」（第４／全８時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎平面における線分の長さや面積などを求めることができる。 

② 思考・判断・表現力 平面における線分の長さや面積などを求める方法を考察し表現す

ることができる 

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 70 三平方の定理の利用（ 4 ／９） 

１．「１辺の長さが１０ｃｍの正三角形ＡＢＣの高さと面積を

求めてみよう。」 

２．「教科書Ｐ１９１の問３をやってみよう。」 

   正三角形の高さをｈｃｍとすると、 

    ｈ２＋２２＝４２ 

   ｈ＞０だから、ｈ＝２√3 

   面積は、
１

２
×４×２√3＝４√3 

  高さ ２√3ｃｍ、面積 ４√3ｃｍ２ 

 

 

 

 

 

３．三角定規の３辺の長さの割合「□の中に当てはまる数を入れましょ

う。」 

 

４．「教科書Ｐ１９２の例１をやってみよう。」 

  右の図で、求める辺ＡＣの長さをｘｃｍとすると、   

   ＡＢ：ＡＣ＝２：√3  だから、 

   １２：ｘ＝２：√3 

    ２ｘ＝１２√3 

     ｘ＝６√3         ６√3ｃｍ 

 

５．「教科書Ｐ１９２の問４をやってみよう。」 

 （１）３：ｘ＝１：√2 

      ｘ＝３√2 

 （２）４：ｘ＝１：２ 

      ｘ＝８ 

 

６．「教科書Ｐ１９２の問５をやってみよう。」 

   △ＡＢＣで、ＡＢ：ＡＣ＝１：√2  より 

            ＡＢ＝１２√2    

よって、ＡＢ＝ＢＣ＝６√2ｃｍ 

   △ＡＣＤで、ＣＤ：ＡＣ＝１：√3 より 

             ＣＤ＝４√3ｃｍ 

         ＡＤ：ＡＣ＝２：√3 より    

             ＡＤ＝８√3ｃｍ  

 

 

【めあて】 

三平方の定理を利用して、平面における線分

の長さや面積を求めることができる 

１辺の長さが１０ｃｍの正三角形で、頂点Ａから 

辺ＢＣに垂線ＡＨをひくと、 

ＨはＢＣの中点になり、ＢＨ＝５ｃｍ  

△ＡＢＨで、∠ＡＨＢ＝９０°だから、 

三平方の定理より、ＡＨ２＋ＢＨ２＝ＡＢ２ ＡＨ＝ｈｃｍとすると、 

ｈ２＋５２＝１０２ 

ｈ２＝７５ ｈ＞０だから、ｈ＝５√3  

したがって、この正三角形の底辺は１０ｃｍ、 

高さは５√3ｃｍだから、 

面積は、１

２
×１０×５√3＝２５√3 

高さ ５√3ｃｍ、  面積 ２５√3ｃｍ 

【ふりかえり】 

 
 

√2 

１ 

２ 

√3 １ 

１ 



７２ 

題 材 名  「三平方の定理の利用」（第５時／全８時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能 ◎平面における線分の長さや面積、２点間の距離などを求めるこ

とができる。 

②思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

 

10 

 

 

20 

 

25 

 

30 

 

 

 

40 

 

45 

【めあて】 

三平方の定理を利用して、平面における線分の長さや面積、

２点間の距離を求めることができる。 

１． 「右の図のような、半円９ｃｍの円Ｏで、中心Ｏからの距離が

７ｃｍである弦ＡＢの長さを求めてみよう。」 

 

２．「教科書Ｐ１９３の問６をやってみよう。」 

 

３．「教科書Ｐ１９３の問７をやってみよう。」 

 

４．「次の座標をもつ２点間の距離を求めてみよう。」 

 （１）Ａ（１，２） Ｂ（８，７） 

 （２）Ｃ（－５，８） Ｄ（７，３） 

 

５．「教科書Ｐ１９４の問８をやってみよう。 

 

【振り返り】 

三平方の定理を利用して、平面における線分の長さや面積を求

めることができた。 
 

 

 

 

・△ＯＡＢは、ＯＡ＝ＯＢの二等辺

三角形になることをおさえ、Ｈは弦

ＡＢの中点になることを確認する。 
 

 

 

 

・ワ－クシ－トの座標に実際の点

をとり、直角三角形を作るよう助言

する。 

 

 

 

 

 

評価のめやす 

◎三平方の定理を利用して、平面

における線分の長さや面積を求

めることができる。 

【知識･技能】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、三平方の定理の空間図形への利用について学び

ます。」 

 

指導のポイント 

・三平方の定理を利用して、平面における線分の長さや面積を求めることができるようにする。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・定規 



７２ 

題 材 名  「三平方の定理の利用」（第５／全８時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎平面における線分の長さや面積、２点間の距離などを求めるこ

とができる。 

② 思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 71 三平方の定理の利用（ 5 ／９） 

１．「右の図のような、半円９ｃｍの円Ｏ

で、中心Ｏからの距離が７ｃｍであ

る弦ＡＢの長さを求めてみよう。」 

２．「教科書Ｐ１９３の問６をやってみよう。」 

  △ＯＡＨで、ＯＡ＝４ｃｍ、ＯＨ＝３ｃｍ 

  ∠ＯＨＡ＝９０° 

  だから、ＡＨ＝ｘｃｍとすると、 

   ｘ２＋３２＝４２   ｘ２＝７ 

   ｘ＞０だから、ｘ＝√7 

  したがって、ＡＢ＝２×√7＝２√7     

弦ＡＢ ２√7ｃｍ 

 

 

 

 

 

 

３．「教科書Ｐ１９３の問７をやってみよう。」 

△ＯＡＨで、ＯＡ＝６ｃｍ、ＡＨ＝４ｃｍ 

  ∠ＯＨＡ＝９０° 

  だから、ＯＨ＝ｘｃｍとすると、 

   ｘ２＋４２＝６２   ｘ２＝２０ 

   ｘ＞０だから、ｘ＝２√5          

２√5ｃｍ 

 

４．「次の座標をもつ２点間の距離を求めてみよう。」 

（１）Ａ（１，２） Ｂ（８，７） 

   Ａからｘ軸に平行にひいた直線と、  

Ｂからｙ軸に平行にひいた     

直線との交点をＨとする。 

    △ＡＨＢで、∠ＡＨＢ＝９０° 

    ＡＨ＝８－１＝７  ＨＢ＝７－２＝５ 

    したがって、三平方の定理より、 

     ＡＢ２＝７２＋５２＝７４   ＡＢ＝√74 

（２）Ｃ（－５，８） Ｄ（７，３） 

Ｃからｙ軸に平行にひいた直線と、Ｄからｘ軸に平行に

ひいた直線との交点をＫとする。 

    △ＣＫＤで、∠ＣＫＤ＝９０° 

    ＫＤ＝７－（－５）＝１２ 

    ＫＣ＝８－３＝５ 

    したがって、三平方の定理より、 

     ＣＤ２＝１２２＋５２＝１６９   ＣＤ＝１３ 

５．「教科書Ｐ１９４の問８をやってみよう。」 

（１）ＡＢ２＝２２＋７２ 

  ＡＢ２＝５３   ＡＢ＝√53 

（２）ＣＤ２＝５２＋５２ 

  ＣＤ２＝５０  ＣＤ＝５√2 

（３）ＥＦ２＝６２＋８２ 

  ＥＦ２＝１００   ＥＦ＝１０ 

 

【めあて】 

三平方の定理を利用して、平面における線分の

長さや面積、２点間の距離を求めることができる。 

円の中心Ｏから弦ＡＢへ垂線ＯＨをひく。 

Ｈは弦ＡＢの中点だから、ＡＢ＝２ＡＨ 

△ＯＡＨで、ＯＡ＝９ｃｍ、ＯＨ＝７ｃｍ、 

∠ＯＨＡ＝９０° 

だから、ＡＨ＝ｘｃｍとすると、三平方の定理より、 

  ｘ２＋７２＝９２    ｘ２＝３２ 

  ｘ＞０だから、 ｘ＝√32＝４√2 

 したがって、ＡＢ＝２×４√2＝８√2    

  弦ＡＢ ８√2ｃｍ 



７３ 

題 材 名  「三平方の定理の利用」（第５時／全８時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能 ◎空間における線分の長さや面積、体積などを求めることができ

る。 

②思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

 

10 

 

 

20 

 

 

 

 

25 

 

30 

 

 

 

 

40 

 

45 

【めあて】 

三平方の定理を利用して、空間における線分の長さや面積、

体積を求めることができる。 

１． 「右の図のような直方体で、ＡＥ＝３ｃｍ、ＥＦ＝６ｃｍ、 

ＦＧ＝２ｃｍのとき、線分ＡＧの長さを求めてみよう。」 

 

２．直方体の対角線（□の中にあてはまる言葉をいれよう。） 

   右の直方体で、線分ＡＧ、ＢＨ、ＣＥ、ＤＦを 

   この直方体の  対角線  といい、 

   直方体の対角線の長さは、  すべて等しく  なります。 

 

３．「教科書Ｐ１９５の問９をやってみよう。」 

 

４．「右の図のような正四角錐ＯＡＢＣＤがあります。 

底面ＡＢＣＤは、１辺の長さが６ｃｍの正方形で、ほかの辺の

長さは、すべて９ｃｍです。この正四角錐の高さと体積を求め

てみよう。」 

 

５．「教科書Ｐ１９６の問１０をやってみよう。」 

 

６．「教科書Ｐ１９６の問１１をやってみよう。」 

【振り返り】 

三平方の定理を利用して、空間における線分の長さや面積、

体積を求めることができた。 
 

・空間図形に関しては、空間認識に

差によって関係をイメージしにく

い生徒もいるので、状況に合わせ

て、平面図に書き換えて説明すると

よい。 

 

 

 

 

 

 

・対角線はで求められることに気

づかせたい。 

・ワークシート回答にある補助図

を有効に活用するとよい。 

 

 

 

 

評価のめやす 

◎三平方の定理を利用して、空間

における線分の長さや面積、体積

を求めることができる。 

【知識･技能】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、三平方の定理を利用した様々な問題を解きます。」 

 

指導のポイント 

・三平方の定理を利用して、空間における線分の長さや面積、体積を求めることができる。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・定規 



７３ 

題 材 名  「三平方の定理の利用」（第６／全８1時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎空間における線分の長さや面積、体積などを求めることができ

る。 

② 思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 72 三平方の定理の利用（ 6 ／９） 

１． 「右の図のような直方体で、ＡＥ＝３ｃｍ、ＥＦ＝６ｃ

ｍ、ＦＧ＝２ｃｍのとき、線分ＡＧ

の長さを求めてみよう。」 

 

辺ＡＥは平面ＥＦＧＨに垂直だから、この平面上にあ

る線分ＥＧに垂直である。 

△ＡＥＧで、∠ＡＥＧ＝９０°だから、 

三平方の定理より、 ＡＧ２＝ＡＥ２＋ＥＧ２ ････① 

  また、△ＥＦＧで、∠ＥＦＧ＝９０°だから、 

三平方の定理より、 ＥＧ２＝ＥＦ２＋ＦＧ２ ････② 

➀、②から、ＡＧ２＝ＡＥ２＋ＥＦ２＋ＦＧ２ 

＝３２＋６２＋２２＝４９  

  したがって、ＡＧ＝√49＝７（ｃｍ） 

 

２．直方体の対角線（□の中にあてはまる言葉をいれよう。） 

   右の直方体で、線分ＡＧ、ＢＨ、ＣＥ、ＤＦを 

   この直方体の  対角線  といい、 

   直方体の対角線の長さは、            

  すべて等しく  なります。 

 

３．「教科書Ｐ１９５の問９をやってみよう。」 

 

  ２２＋２２＋２２＝１２  よって、２√3ｃｍ 

 

 

４．「右の図のような正四角錐ＯＡＢＣＤがあります。 

底面ＡＢＣＤは、１辺の長さが６ｃｍの正

方形で、ほかの辺の長さは、すべて９ｃｍ

です。この正四角錐の高さと体積を求めて

みよう。」 

 

  底面の正方形ＡＢＣＤの対角線の交点をＨとすると、 

  線分ＯＨの長さが、この正四角錐の高さである。 

  △ＯＡＨで、∠ＯＨＡ＝９０°だから、 

  三平方の定理より、  

ＯＨ２＝ＯＡ２－ＡＨ２ 

  また、ＯＡ＝９ｃｍ、ＡＨ＝
１

２
ＡＣ＝

１

２
×

√2ＡＢ＝３√2（ｃｍ） 

  だから、ＯＨ２＝９２－（３√2）２＝６３ 

  よって、ＯＨ＝３√7ｃｍ 

  したがって、この正四角錐の底面積は、６２ｃｍ２、 

高さは ３√7ｃｍ だから、体積は、 

１

３
×６２×３√7＝３６√7 

高さ ３√7ｃｍ、  体積 ３６√7ｃｍ３ 

 

 ５．「教科書Ｐ１９６の問１０をやってみよう。」 

  右の図の△ＯＡＭで、 

ＯＭ２＝ＯＡ２－ＡＭ２ 

     ９２－３２＝７２ 

  だから、ＯＭ＝６√2ｃｍ 

  △ＯＡＢの面積は、
１

２
×６×６√2＝１８√2（ｃｍ２） 

 したがって、この正四角錐の側面積は、１８√2×４＝７２√2      

 
1 ｃ 

【めあて】 

三平方の定理を利用して、空間における線分

の長さや面積、体積を求めることができる 

補助図 



 

 

 

７２√2 ｃｍ２ 

 

６．「教科書Ｐ１９６の問１１をやってみよう。」 

  （例題５と同様の手順で説明する。） 

  底面の正方形の対角線は、８√2ｃｍ 

  高さをｘｃｍとすると、 ｘ２＝９２－（４√2）２＝４９  ｘ

＝７ｃｍ 

  体積は、 
１

３
×８２×７＝

４４８

３
（ｃｍ３） 

 



７４ 

題 材 名  「三平方の定理の利用」（第７時／全８時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能 ◎三平方の定理を利用して様々な問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

 

10 

 

 

20 

 

 

 

 

25 

 

30 

 

 

 

 

40 

 

45 

【めあて】 

三平方の定理を利用して、様々な問題を解くことができる。 

１．「教科書Ｐ１９７の練習問題をやってみよう。」 

 ① 

・二等辺三角形の性質を確認する。 

 ② 

  ・円の接線の性質を確認する。 

 ③ 

  ・底面の正方形の対角線の交点が高さＯＨになることを確認す 

る。 

 ④ 

  ・高さ、底面の半径、母線でつくられる直角三角形に着目させ 

る。 

２．「教科書」Ｐ１９８の章末問題をやってみよう。」 

   

 

【振り返り】 

三平方の定理を利用して、様々な問題を解くことができた。 
 

 

 

・空間図形については、イメ－ジを

作りにくい生徒もいるので、状況に

応じて平面図を書いて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価のめやす 

◎三平方の定理を利用して、様々

な問題を解くことができる。 

【知識･技能】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、章末問題の続きの問題を解きます。」 

 

指導のポイント 

・三平方の定理を利用して、様々な問題を解くことができる。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・定規 

 



７４ 

題 材 名  「三平方の定理の利用」（第７／全８時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎三平方の定理を利用して、様々な問題を解くことができる。 

② 思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 73 三平方の定理(練習問題・章末問題)（7／９） 

１． 「教科書Ｐ１９７の練習問題をやってみよう。」 

 ①   二等辺三角形の高さをｘｃｍとすると、 

ｘ２＝６２－４２＝２０  ｘ＝２√5 

     よって、面積は、 ８×２√5×１

２
＝８√5（ｃｍ２） 

③    ＡＰ＝ｘｃｍとすると、ｘ２＝９２－３２＝７２ 

  ｘ＝６�２   ＡＰ＝６�２ｃｍ 

 ③  底面の対角線ＤＢを求める。 

 ＡＤ：ＤＢ＝１：�２  より、ＤＢ＝２０�２ｃｍ 

 △ＯＤＨが直角三角形であることより、 

  ＯＨ２＝ＯＤ２－ＤＨ２＝２０２－（１０�２）２ 

＝４００－２００＝２００ 

  よって、ＯＨ＝�２００＝１０�２ｃｍ 

 ④  円錐の高さをｘｃｍとすると、 

底面の半径と母線と円錐の高さによって作られる

直角三角形により、 

  ｘ２＝９２－６２＝８１－３６＝４５ 

  ｘ＝３�５ｃｍ 

 体積は、６２π×３�５×
１

３
＝３６�５π ｃｍ３ 

２．「教科書Ｐ１９８の章末問題 学びをたしかめよ

をやってみよう。」 

 １ Ｒ＝Ｐ＋Ｑ＝６４＋３６＝１００（ｃｍ２） 

 ２ （１）残りの辺をｘｃｍとすると、 

      ｘ２＝３２＋４２＝９＋１６＝２５  ｘ＝５ｃｍ 

   （２） ｘ２＝４２－３２＝１６－９＝７  ｘ＝�７ｃｍ 

   （３） ｘ２＝２２＋�１４２＝４＋１４＝１８   

ｘ＝３�２ｃｍ 

   （４） ｘ２＝�１４２－２２＝１４－４＝１０   

ｘ＝�１０ｃｍ 

３（ア）６２＝３６  ４２＋５２＝１６＋２５＝４１   

直角三角形ではない 

  （イ）２２＝４  �３２＋１２＝３＋１＝４     

直角三角形になる 

  （ウ）（２�６）２＝２４､（２�２）２＋４２＝８＋１６＝２４ 

直角三角形になる 

        よって、イとウ 

 ４ １つの頂点から対辺に向かって垂線をひき、それを正三角

形の高さｘｃｍとする。 

    ｘ２＝１２２－６２＝１４４－３６＝１０８ 

    ｘ＝６�３   

    面積は、１２×６�３×
１

２
＝３６�３ 

    高さ ６�３ｃｍ  面積 ３６�３ｃｍ３ 

 

【めあて】 

三平方の定理を利用して、様々な問題を解く

ことができる。 



７５ 

題 材 名  「三平方の定理の利用」（第８時／全８時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能 ◎三平方の定理を利用して様々な問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

10 

 

 

 

 

 

 

30 

 

 

35 

 

 

 

45 

【めあて】 

三平方の定理を利用して、様々な問題を解くことができる。 

１．「教科書Ｐ１９９の章末問題をやってみよう。」 

 

 

 

２．「教科書Ｐ２０１の学びを身につけようをやってみよう。」 

 ・１時限の問題量を考慮して、６と８のみとした。 

  生徒の状況によっては、他の問題にも取り組ませる。  

 ６  

・球の切断面に関する問題であり、数学的思考力を身につけさせ

たい。 

 ７ 

 ・最短距離の問題である。１年で学習しているが、三平方の定理

と複合させた数学的思考力を身につけさせたい。 

 

【振り返り】 

三平方の定理を利用して、様々な問題を解くことができた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１年で既習の最短距離の考え方

を確認する。 

 

 

 

評価のめやす 

◎三平方の定理を利用して、様々

な問題を解くことができる。 

【知識･技能】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、標本調査について考えます。」 

 

指導のポイント 

・三平方の定理を利用して、様々な問題を解くことができる。 

数学的活動のポイント 

用意するもの 

・定規 

 

 



７５ 

題 材 名  「三平方の定理の利用」（第８／全８時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎三平方の定理を利用して、様々な問題を解くことができる。 

② 思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢  

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 74 三平方の定理(章末問題２)（8／９） 

１． 「教科書Ｐ１９９の章末問題 学びをたしかめよう を 

やってみよう。」 

 ５ （１）１：√2＝５：ｘ 

       ｘ＝５√2ｃｍ 

（２）１：２＝３：ｘ 

    ｘ＝６ｃｍ 

   １：√3＝３：ｙ 

    ｙ＝３√3ｃｍ  

 ６ 中心Ｏから線分ＡＢに垂線を下し、線分ＡＢとの交点

をＭとする。 

   △ＯＡＭが直角三角形であることから、 

    ＯＭ２＝ＯＡ２－ＡＭ２＝５２－４２＝９ 

    ＯＭ＝３ｃｍ 

 ７ ＡＢ２＝（９－１）２＋（６－２）２＝８２＋４２＝８０ 

   ＡＢ＝４√5 

 

 ８ √22 + 32 + 42＝√29ｃｍ 

 

 ９ 点Ｏから下ろした垂線と線分ＤＢとの交点をＨとす

る。 

   ＤＢ＝６√2 より、 ＢＨ＝３√2 

   △ＯＨＢは直角三角形より、 

   ＯＨ２＝ＯＢ２－ＢＨ２＝６２－（３√2）２ 

＝３６－１８＝１８ 

    ＯＨ＝３√2 

   体積は、６２×３√2×１

３
＝３６√2 

     高さ ３√2ｃｍ  体積 ３６√2ｃｍ３ 

２．「教科書Ｐ２０１の 学びを身につけよう をやってみよ

う。」 

 ６ △ＯＨＰが直角三角形であることから、 

    ＰＨ２＝１０２－８２＝１００－６４＝３６ 

    ＰＨ＝６ 

   切り口の円の半径は、６ｃｍ  

 

 ８  

（１）弧の長さは、２π×９×
１２０

３６０
＝6π（ｃｍ） 

   よって、底面の円の半径は、３ｃｍ 

   この円錐の高さをｘｃｍとすると、 

    ３２＋ｘ２＝９２ 

       ｘ２＝７２ 

       ｘ＝６√2   円錐の高さ ６√2ｃｍ 

 

（２）最短距離は、直線だから 

    展開図の側面のおうぎ形が、底面で合わさる２点を

Ａ、Ａ’としたとき、 

結んだ線分ＡＡ’が、最短距離となる。 

    円錐の頂点をＯとしたとき、△ＯＡＡ’において、 

    点Ｏから線分ＡＡ’に垂線ＯＭをひく。 

   △ＯＡＭは、辺の比が、１：２：√3 となる直角三角形

である。 

    ９：ＡＭ＝２：√3 

     ２ＡＭ＝９√3   ＡＭ＝
９

２
√3 

   よって、ＡＡ’＝９√3   最短距離は、９√3ｃｍ 

 

 

【めあて】 

三平方の定理を利用して、様々な問題を解く

ことができる。 



７６ 

題 材 名  「標本調査の方法」（第１時／全５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能 標本調査や全数調査の必要性と意味を理解している。 

②思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢 ◎標本調査の必要性を理解しようとしている。 

領 域 等  Ｄデ－タの活用 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

10 

 

 

 

 

 

25 

 

 

 

 

 

 

30 

35 

 

 

 

 

40 

 

 

45 

【めあて】 

標本調査の方法とその意味について考えよう。 

１、「教科書Ｐ２０２の４７都道府県睡眠時間ランキングについて考え

てみよう。」 

  「（教科書Ｐ２０３）このランキングを見て、かりんさんが抱いた

疑問について、話し合おうのア・イについて、考えてみよう。」 

（ア）対象となる人すべてを調べている調査 

（イ）一部の人だけを調べている調査 

２．「標本調査の方法について、下の  にあてはまる言葉を入れよ

う。」 

３．「教科書Ｐ２０４の問１をやってみよう。」 

４．「標本調査について、下の  にあてはまる言葉を入れよう。」 

５．「教科書Ｐ２０５の問２をやってみよう。」 

 

【振り返り】 

標本調査の方法とその意味について考えることができた。 
 

 

 

 

 

 

 

・教科書の挿入図をもとに考える

よう助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価のめやす 

◎標本調査の必要性を理解しよ

うとしている。 

【主体的に取り組む姿勢】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、標本を抽出する方法について学びます。」 

 

指導のポイント 

数学的活動のポイント                

・標本調査の必要性を理解しようとしている。 

用意するもの 

標本調査をするとき、調査の対象となるもとの集団を 母集団 、 

取り出した一部の集団を 標本 といいます。 

また、標本となった人やものの数のことを、 標本の大きさ といいま

す  

 

集団のすべてを対象として調査することを、 全数調査 といいます。 

全数調査に対して、集団の一部を対象として調査することを 標本調査 といいます。 

集団の性質を調べるときには、これらの調査がおこなわれますが、 標本調査 は、 

集団の一部調査した結果から、  集団全体の性質  を確定することになります。 

 



７６ 

題 材 名  「標本調査の方法」（第１／全５時間） 

目   標   

①知識・技能 標本調査や全数調査の必要性と意味を理解している。 

② 思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢 ◎標本調査の必要性を理解しようとしている。 

領 域 等  Ｂ図形 

板 書 例  

 月 日 76 標本調査の方法（１／５） 

１、「教科書Ｐ２０２の４７都道府県睡眠時間ランキン

グについて考えてみよう。」 

  「（教科書Ｐ２０３）このランキングを見て、かりん

さんが抱いた疑問について、話し合おうのア・イ

について、考えてみよう。」 

２．「標本調査の方法について、下の  にあてはまる

言葉を入れよう。」 

   

 

 

 

３．「教科書Ｐ２０４の問１をやってみよう。」 

 （１）標本調査 

 （２）全数調査 

 

４．「標本調査について、下の  にあてはまる言葉を入

れよう。」 

  

５．「教科書Ｐ２０５の問２をやってみよう。」 

  母集団･･･ある牛乳の工場で１日にパックづめされた

牛乳 

  標本･･･ある牛乳の工場で１日にパックづめされた 

牛乳の中から選ばれた３０本の牛乳 

  標本の大きさ･･３０   

 

 

【めあて】 

標本調査の方法とその意味について考えよう。 

（ア）対象となる人すべてを調べている調査 

例）新体力テスト、生徒の身長や体重 など 

（イ）一部の人だけを調べている調査 

例）全国都道府県の平均睡眠時間、テレビの視聴率 

など 

集団のすべてを対象として調査することを、 全数調査 とい

います。 

全数調査に対して、集団の一部を対象として調査することを 

標本調査 といいます。 

集団の性質を調べるときには、これらの調査がおこなわれます 

が、 標本調査 は、集団の一部調査した結果から、 

  集団全体の性質  を確定することになります。 

 

標本調査をするとき、調査の対象となるもとの集団を 母集団 、 

取り出した一部の集団を 標本 といいます。 

また、標本となった人やものの数のことを、 標本の大きさ とい

います。 

 



７７ 

題 材 名  「標本調査の方法」（第２時／全５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能 ◎コンピュ－タなどの情報手段を用いるなどして無作為に標本を

取り出し、整理することができる。 

②思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢 標本調査の必要性と意味を理解しようとしている。 

領 域 等  Ｄデ－タの活用 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

10 

 

 

 

 

 

25 

 

 

 

 

 

 

30 

35 

 

 

 

40 

45 

【めあて】 

標本を抽出する方法について考えよう。 

１．「次の（１）（２）の場合に、標本をかたよりなく取り出すには、

どのようにすればよいか考えてみよう。」 

 （１）箱の中のたくさんの玉から、何個かの玉を取り出す。 

（２）１００枚のカ－ドから、３枚のカ－ドを取り出す。 

２．「下の文の    にあてはまる言葉をいれましょう。」 

・無作為(at randam)は直訳すると「てあたり次第に」という意味

だが、どれを取りだしてよいということではなく、各資料の取り

出されることが、同様に期待される点を確認する。 

３．「無作為に抽出するいろいろな方法で、その活用方法と利点に

ついて考えてみよう。」 

 （ア）乱数さいを利用する 

（イ）コンピュ－タの表計算ソフトを利用する 

（ウ）乱数表を利用する 

４．「教科書Ｐ２０８の問３をやってみよう。」 

（上の（ア）～（イ）のいずれかの方法を選んでみよう。） 

５．数学ライブラリ－を読んで、感じたことを書いてみましょう 

 

【振り返り】 

標本を抽出する方法について考えることができた。 
 

 

 

・「かたよりなく」という言葉を強

調して取り出すことを意識させた

い。 

 

 

・教科書の挿入図をもとに考える

よう助言する。 

 

 

 

 

・教科書を読み、それぞれの方法の

利点について考え、まとめさせる。 

(主体的な活動) 

 

 

・ワ－クシ－トの答えにあるよう

な、それぞれの方法に対する考え

方を助言する。 

評価のめやす 

◎コンピュ－タなどの情報手段

を用いるなどして無作為に標本

を取り出し、整理することができ

る。【知識・理解】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、標本を抽出する方法について学びます。」 

 

指導のポイント 

・コンピュ－タなどの情報手段を用いるなどして無作為に標本を取り出し、整理することができる。 

 

数学的活動のポイント                

・標本を抽出する方法について考えている。 

用意するもの 

 

母集団から、かたよりなく標本を取り出すことを、 無作為に抽出する 

といいます。 



７７ 

題 材 名  「標本調査の方法」（第２／全５時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎コンピュ－タなどの情報手段を用いるなどして無作為に標本を

取り出し、整理することができる。 

② 思考・判断・表現力  

③主体的に取り組む姿勢 標本調査の必要性と意味を理解しようとしている。 

領 域 等  Ｄデ－タの活用 

板 書 例  

 月 日 77 標本調査の方法（２／５） 

１．「次の（１）（２）の場合に、標本をかたよりなく取り出

すには、どのようにすればよいか考えてみよう。」 

 （１）箱の中のたくさんの玉から、何個かの玉を取り出す。 

（２）１００枚のカ－ドから、３枚のカ－ドを取り出す。 

２．「下の文の    にあてはまる言葉をいれましょう。」 

３．「無作為に抽出するいろいろな方法で、その活用方法と利

点について考えてみよう。」 

 （ア）乱数さいを利用する 

 

（イ）コンピュータの表計算ソフトを利用する 

（ウ）乱数表を利用する 

４．「教科書Ｐ２０８の問３をやってみよう。」 

（上の（ア）～（イ）のいずれかの方法を選んでみよう。） 

 

５．数学ライブラリ－を読んで、感じたことを書いてみましょう 

 

【めあて】 

標本を抽出する方法について考えよう。 

【自分の考え】 

例）・箱の中をよく混ぜてから取り出す。 など 

 

 

母集団から、かたよりなく標本を取り出すことを、  

無作為に抽出する  といいます。 

【自分の考え】 

例）カ－ドをよく切ってから取り出す。 など 

 

 

【活用方法と利点】 

例）・乱数さいころは、どの目も出る確率が等しいので、か

たよりなく取り出すことができるから。 

・回数を増やしたり、個数を増やすことで多くの母集団に

対応できるから。 など 

【活用方法と利点】 

例）・表計算ソフトが、２つの数値の間の数から乱数を表示して

くれるから。 

 ・コンピュ－タが無作為に抽出するかずなので、かたよりなく

取り出すことができるから。 など 

【活用方法と利点】 

例）・乱数表は、数字の並びに規則性がないので、かたよりなく

取り出すことができるから。 

 ・誰でも使いやすいから。 など  

例）・標本を抽出するときは、偏りのないように、乱数表や 

乱数さいなどを利用した方がよい。 

 ・無作為な抽出は、「手当たり次第に」ということではな

く、取り出されることが同様に期待できることが重要だ

と思った。 など 



７８ 

題 材 名  「母集団と標本の関係」（第３時／全５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能  

②思考・判断・表現力 ◎標本の大きさが異なる場合の標本の平均値の違いによる標本の

性質を、箱ひげ図を用いて比較するなど、標本と母集団の関係につ

いて考察し、表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 母集団と標本の関係を考えようとしている。 

領 域 等  Ｄデ－タの活用 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

10 

 

 

 

 

20 

 

 

 

30 

 

35 

 

 

 

 

 

 

 

45 

【めあて】 

標本と母集団の関係について考えよう。 

１．「教科書Ｐ２０９の表１ みかんの重さ について、標本から推定

した母集団の性質と、実際の母集団の性質を比較してみよう。」 

（１）「表１から、標本の大きさを１０にして、無作為に抽出し、、その

１０個の標本の平均値を求めてみよう。」 

 

（２）「（１）のような実験を２０回おこなった結果、教科書Ｐ２１０

の（ア）のようになりました。 

この２０回の結果の平均を求め、箱ひげ図で表してみましょう。」 

 

（３）「上の結果から、どのようなことが言えるか考えてみましょう。 

 

（４）「（１）で無作為に抽出した標本の大きさを、４０，９０に変え

て、同じ実験を２０回おこなった結果、教科書Ｐ２１１の（イ）、

（ウ）のようになりました。また、それらの平均値をそれぞれ

箱ひげ図で表すと、教科書Ｐ２１１の箱ひげ図のようになりま

した。この箱ひげ図から､どのようなことが読み取れるか考えて

みよう。」 

 

 

【振り返り】 

標本と母集団の関係について考えることができた。 
 

 

 

 

 

・前時に学んだ無作為に取り出す

方法を用いるよう助言する。 

 

・２年で学んだ箱ひげ図の書き方

を復習した上で、箱ひげ図を書か

せる。 

・箱ひげ図から読み取れる情報の

特徴を確認する。 

 

・中央値、範囲、四分位数などの用

語を用いて説明するよう助言す

る。 

評価のめやす 

◎標本の大きさが異なる場合の

標本の平均値の違いによる標本

の性質を、箱ひげ図を用いて比較

するなど、標本と母集団の関係に

ついて考察し、表現することがで

きる。【思考・判断･表現力】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、デ－タを活用して身の回りの問題を解決する方法

について学びます。」 

 

指導のポイント 

・標本の性質を、箱ひげ図を用いて比較したり考察し、表現することができる。 

数学的活動のポイント            

用意するもの 定規、電卓、（パソコン） 



７８ 

題 材 名  「母集団と標本の関係」（第３／全５時間） 

目   標   

①知識・技能  

② 思考・判断・表現力 ◎標本の大きさが異なる場合の標本の平均値の違いによる標本の

性質を、箱ひげ図を用いて比較するなど、標本と母集団の関係につ

いて考察し、表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 母集団と標本の関係を考えようとしている。 

領 域 等  Ｄデ－タの活用 

板 書 例  

 月 日 78 母集団と標本の関係（３／５） 

１．「教科書Ｐ２０９の表１ みかんの重さ につい

て、標本から推定した母集団の性質と、実際の母

集団の性質を比較してみよう。」 

（１）「表１から、標本の大きさを１０にして、無作為

に抽出し、、その１０個の標本の平均値を求めて

みよう。」 

【平均】 

 

 

 

 

 

 

（２）「（１）のような実験を２０回おこなった結果、教

科書Ｐ２１０の（ア）のようになりました。 

この２０回の結果の平均を求め、箱ひげ図で表

してみましょう。」 

   【平均】 

 

 

 

 

 

 

抽出した１０個の標本 

番号 重さ 番号  重さ 

        

        

        

        

        

（３）「上の結果から、どのようなことが言えるか考えて

みましょう。」 

 

（４）「（１）で無作為に抽出した標本の大きさを、４０，

９０に変えて、同じ実験を２０回おこなった結果、

教科書Ｐ２１１の（イ）、（ウ）のようになりました。

また、それらの平均値をそれぞれ箱ひげ図で表す

と、教科書Ｐ２１１の箱ひげ図のようになりまし

た。この箱ひげ図から､どのようなことが読み取れ

るか考えてみよう。」 

 

 

【めあて】 

標本と母集団の関係について考えよう。 

95     100      105        110      115 

例）・母集団の平均値が１０５．９ｇとなり、それぞれの平

均値は±７ｇの中に入っている。 

・無作為に抽出した標本でも、平均値のちらばりは小さく

なる。 など 

 

例）・標本の大きさが変わっても、中央値はあまり変わらな

い。 

 ・標本の大きさが大きくなると、範囲と四分位範囲が小さ

くなる。 

 ・平均値全体が、母集団の平均である１０５．９ｇに近づ

いている。 など 



７９ 

題 材 名  「デ－タを活用して、問題を解決しよう」（第４時／全５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能  

②思考・判断・表現力 ◎簡単な場合について標本調査を行い、母集団の傾向を推定し判

断することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎標本調査を活用した問題解決の過程をふりかえって評価・改善

しようとしたり、多様な考えを認め、よりよく問題解決しようとし

たりしている。 

領 域 等  Ｄデ－タの活用 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

10 

 

 

 

 

20 

 

 

 

30 

 

35 

 

 

 

 

 

45 

【めあて】 

身のまわりの問題解決をするために、標本調査を活用しよう。 

１．「けいたさんたちは、読書離れが進んでいるというニュ－スを見ま

した。そこで、自分たちの学校で、読書が好きな人はどれぐら

いいるのかや、どれぐらい本を読んでいるのかを調査すること

にしました。」 

（１）「けいたさんたちは、右のようなアンケ－ト用紙をつくりました。

右のそれぞれの質問は、答えやすくなっているでしょうか。ま

た、結果を集計しやすくなっているでしょうか。問題点と改善

案も含めて、自分の考えを書いてみましょう。」  

（２）「けいたさんは、調査をする対象について、下のように考えまし

た。けいたさんの考えについて、どう思いますか。」 

 

 

（３）「標本調査の結果から推定しましょう。（教科書Ｐ２１３の例１）」 

「下の説明の   にあてはまる数を入れましょう。」 

２．「教科書Ｐ２１３の問１をやってみよう。」 

 

【振り返り】 

身のまわりの問題解決をするために、標本調査を活用することが  
 

 

 

 

 

 

 

・標本調査の方法について、批判的

に考察し、自分の考えを書くよう

助言する。 

 

・「図書室に入る人を対象に」標本

調査を行おうとしているけいたさ

んの考えについて、批判的に捉え、

考えるよう助言する。 

 

 

 

評価のめやす 

◎簡単な場合について標本調査

を行い、母集団の傾向を推定し判

断することができる。 

【思考・判断･表現力】 
 

50 次時の予告 

「次の授業では、デ－タを活用して身の回りの問題を解決する方法

について学びます。」 

 

指導のポイント 

・簡単な場合について標本調査を行い、母集団の傾向を推定し判断することができる。 

数学的活動のポイント            

用意するもの  



７９ 

題 材 名  「デ－タを活用して、問題を解決しよう」（第４／全５時間） 

目   標   

①知識・技能  

② 思考・判断・表現力 ◎簡単な場合について標本調査を行い、母集団の傾向を推定し判

断することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎標本調査を活用した問題解決の過程をふりかえって評価・改善

しようとしたり、多様な考えを認め、よりよく問題解決しようとし

たりしている。 

領 域 等  Ｄデ－タの活用 

板 書 例  

 月 日 79 デ－タを活用して、問題を解決しよう（４／５） 

１．「けいたさんたちは、読書離れが進んでいるというニュ－

スを見ました。そこで、自分たちの学校で、読書が好

きな人はどれぐらいいるのかや、どれぐらい本を読ん

でいるのかを調査することにしました。」 

（１）「けいたさんたちは、右のようなアンケ－ト用紙をつく

りました。右のそれぞれの質問は、答えやすくなって

いるでしょうか。また、結果を集計しやすくなってい

るでしょうか。問題点と改善案も含めて、自分の考え

を書いてみましょう。」  

（２）「けいたさんは、調査をする対象について、下のように

考えました。けいたさんの考えについて、どう思いま

すか。」 

 

 

（３）「標本調査の結果から推定しましょう。 

（教科書Ｐ２１３の例１）」 

「下の説明の   にあてはまる数を入れましょう。」 

 

２．「教科書Ｐ２１３の問１をやってみよう。」 

  ３００×
２８

４０
 ＝ ２１０   およそ２１０人 

 

 

【めあて】 

身のまわりの問題解決をするために、標本調

査を活用しよう。 

 

【自分の考え（問題点と改善案）】 

例）・１の質問では、「はい」「いいえ」という回答と、「好き」

「きらい」という回答が考えられて、集計が困難になる。

いずれかの回答を記載して、○をつけてもらった方がよ

い。 

・２では、いつのことを回答するのか、また、時間単位、

分単位で回答するのかが分からず、集計が困難になる。

「一日平均」と記載し、時間も範囲を記載して、○をつ

けてもらった方がよい。 など 

 

 

 

 

【自分の考え（問題点と改善案）】 

例）・図書室にいる人は、よく読書をする人が多いと考えられるか

ら、無作為な抽出としては、偏りがある。 など 

 

 

 

 

ある学校の全校生徒１５００人から、１００人を無作為に抽出し

て、読書が好きかきらいかの調査をおこなったところ、１００人の

うち、読書が好きな人は６０人だった。 

 全校生徒に対する読書が好きな人の割合は、 
６０

１００
 と考えられ

る。 

 よって、全校生徒のうち、読書が好きな人は、 １５００ ×
６０

１００
 

＝ ９００   

 となり、およそ ９００ 人と推定される。 



８０ 

題 材 名  「標本調査とデ－タの活用（章末問題）」（第５時／全５時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

① 知識・技能 ◎標本調査を活用して、問題を解決する方法を理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎標本調査の方法や結果を批判的に考察し、表現することができ

る。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎標本調査について学んだことを生活や学習にいかそうとしてい

る。 

領 域 等  Ｄデ－タの活用 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

10 

 

 

 

 

20 

 

 

 

30 

 

35 

 

 

 

 

 

45 

【めあて】 

標本調査に関する様々な問題を解こう。 

１． 「教科書Ｐ２１６の章末問題をやってみよう。」 

 １（１） 

  （２）  

 ２（１） 

  （２） 

  （３） 

３ 適切なもの･･･ 

   適切でないもの･･･ 

４  

 

２．「教科書Ｐ２１７の 学びを身につけよう をやってみよう。」 

 １  

    

 ２  

 

 ３  

 

【振り返り】 

身標本調査に関する様々な問題を解くことができた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・適切でないものの理由を考えさ

せる。 

 

 

・時間があれば学びを身につけよ

うにも取り組む。 

 

・２，３については、正解はない

が、無作為に取り出す方法等を確

認する。 

 

 

 

評価のめやす 

◎標本調査を活用して、問題を解

決する方法を理解している。 

【知識・理解】 
 

50 「これで、３年生の数学が終わりとなります。」  

指導のポイント 

・標本調査を活用して、問題を解決する方法を理解している。 

数学的活動のポイント            

用意するもの  



８０ 

題 材 名  「標本調査とデ－タの活用（章末問題）」（第５／全５時間） 

目   標   

①知識・技能 ◎標本調査を活用して、問題を解決する方法を理解している。 

② 思考・判断・表現力 ◎標本調査の方法や結果を批判的に考察し、表現することができ

る。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎標本調査について学んだことを生活や学習にいかそうとしてい

る。 

領 域 等  Ｄデ－タの活用 

板 書 例  

 月 日 80 標本調査とデ－タの活用（章末問題）（5／５） 

１． 「教科書Ｐ２１６の章末問題をやってみよう。」 

 １（１） 全数調査 

  （２） 母集団、標本 

 ２（１）標本調査 

  （２）標本調査 

  （３）全数調査 

３ 適切なもの･･･（ウ） 

   適切でないもの･･･（ア）、（イ） 

    [理由例]（ア）国民全体のようすを調べるの

に、中学生だけを選ぶと、中学生

と他の世代とで傾向に違いがあ

った場合に、適切な結果が得ら

れないから。 

（イ）自分のホ－ムペ－ジを見てくれ

た人や、回答のよびかけに応じ

てくれた人に特定の傾向があっ

た場合、適切な結果が得られな

いから。 

４ １００００×
３

１５０
 ＝ ２００    

 およそ２００個 

 

 

 

２．「教科書Ｐ２１７の 学びを身につけよう をやって

みよう。」 

 １ 白玉４００個を入れた箱の中の玉全体に対する白

玉の割合は、 

    
３０

３００
 と考えられるから、白玉４００個を入れた

箱の中の玉の数は、 

     ４００÷
３０

３００
 ＝４０００（個） 

   よって、箱の中の黒玉の数は、  

     ４ ０ ０ ０ － ４ ０ ０ ＝ ３ ６ ０ ０       

およそ３６００個 

    

 ２ （乱数さい、乱数表、表計算ソフトなどを用いて、

無作為に抽出して平均を出す。） 

 

 ３ （乱数さい、乱数表、表計算ソフトなどを用いて、

無作為に抽出し、①～③の手順で総数を推定する。） 

 

 

 

【めあて】 

標本調査に関する様々な問題を解こう。 
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